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1
1
1

は
じ
め
に

-
「
革
命
戦
争
」
へ
の
対
抗

―
―
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
の
展
開

三
情
報
の
統
制

四
情
報
政
策
の
結
果

±

口

び

糸

一
九
五
四
年
七
月
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
で
イ
ン
ド
シ
ナ
停
戦
が
合
意
さ
れ
て
わ
ず
か
三
ヶ
月
後
、

族
解
放
戦
線

F
L
N
が
開
始
し
た
武
装
闘
争
は
、
即
座
に
外
部
か
ら
の
反
応
を
生
ん
だ
。
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
・
ラ
ジ
オ
局
の
「
ア
ラ
ブ

フ
ラ
ン
ス
側
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
情
報
統
制

情

報

戦

と

し

て

の

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

戦

争

藤

―
一
月
一
日
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
民

井

篤
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心
理
戦
・
言
論
戦
で
も
あ
る
。

が
ラ
ジ
オ
放
送
で
あ
っ
た

こ。t
 「

本
日
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
精
鋭
た
ち
は
、
北
ア
フ
リ
カ
の
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主
義
に
抵
抗
し
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
自
由
の
た
め
の
反
乱
を

開
始
し
た
。
（
中
略
）
こ
れ
は
激
し
く
圧
倒
的
な
反
乱
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
マ
グ
レ
ブ
の
闘
争
に
加
わ
り
、
ア
ラ

ブ
・
マ
グ
レ
ブ
全
体
が
自
由
と
尊
厳
を
も
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
」

以
後
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
た
ち
の
間
で
は
、
こ
の
放
送
を
聴
く
た
め
に
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
需
要
が
大
い
に
高
ま
っ
た
。
軽
火
器
し
か
も

た
ず
、
軍
事
的
に
は
全
く
劣
勢
な
民
族
解
放
勢
力
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
の
行
動
を
宣
伝
し
て
く
れ
る
ラ
ジ
オ
放
送
は
心
強
い
援
軍
で
あ
っ

容
認
政
策
に
反
発
す
る
現
地
極
右
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
の
反
乱
を
粉
砕
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
際
に
絶
大
な
威
力
を
発
揮
し
た
の

（
「
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
勝
利
」
）
。

ま
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
は
テ
レ
ビ
放
送
の
草
創
期
に
起
こ
っ
た
最
初
の
本
格
的
戦
争
で
あ
る
。
新
し
い
情
報
文
化
時
代
の
到
来
期
に

重
な
る
こ
の
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
か
も
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
広
大
な
支
配
地
域
を
築
い
た
イ
ン
ド
シ
ナ
の
ベ
ト
ミ
ン
た

ち
と
は
違
っ
て
、

報
を
発
信
し
、

F
L
N
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
領
土
支
配
を
も
て
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
世
界
に
向
け
て
情

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
支
持
を
背
景
に
国
連
を
舞
台
に
外
交
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

こ
う
し
た
敵
と
戦
う
上
で
フ
ラ
ン
ス
は
様
々
な
情
報
活
動
を
行
っ
た
。

ロ
パ
ガ
ン
ダ
（
宣
伝
）
、
さ
ら
に
は
情
報
統
制
（
情
報
の
漏
洩
・
表
出
の
抑
止
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
状
況
を
操
作
す
る
戦
略
的
な

情
報
活
動
で
あ
り
、
こ
の
活
動
領
域
全
体
に
か
か
わ
る
政
策
体
系
を
本
稿
で
は
「
情
報
政
策
」
と
呼
ん
で
お
く
。

こ。t
 

一
方
、
そ
れ
か
ら
四
年
後
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
危
機
の
昂
進
の
な
か
で
権
力
に
返
り
咲
い
た
ド
ゴ
ー
ル
は
、
後
に
自
己
の
民
族
自
決
権

の
声
」
放
送
は
そ
の
一
年
前
か
ら
マ
グ
レ
ブ

（
北
ア
フ
リ
カ
）

の
民
族
独
立
を
呼
び
か
け
て
き
た
が
、
こ
の
日
の
出
来
事
を
こ
う
放
送
し

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
は
情
報
戦
・

い
わ
ゆ
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
情
報
の
収
集
・
分
析
）
、
プ
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

フ
ル
リ
1
1
ヴ
ィ
ラ
ト
ら
の
関
心
も
戦
争
期
の
。
フ
ロ
パ
ガ
ン

(
2
)
 

こ
の
な
か
で
最
も
研
究
し
や
す
い
対
象
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
ろ
う
。
ビ
ラ
・
ポ
ス
タ
ー
・
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
映

画
・
演
劇
そ
の
他
、
そ
の
素
材
に
は
事
欠
か
な
い
。
こ
う
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
何
よ
り
も
国
民
各
層
が
政
治
参
加
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ

(3) 

た
大
衆
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
時
代
の
産
物
で
あ
っ
て
、
す
ぐ
れ
て
二

0
世
紀
の
現
象
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
を
め
ぐ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
政
治
を
分
析
す
る
近
年
の
研
究
は
、
主
と
し
て
一
九
四
0
年
代
す
な
わ
ち
第
二
次
世
界
大

(
4
)
 

戦
期
か
ら
解
放
期
を
対
象
と
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
史
の
文
脈
で
は
、
こ
の
時
期
は
ド
イ
ツ
に
よ
る
占
領
支
配
と
そ
こ
か
ら
の
解
放
と
い

う
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
隆
起
が
帝
国
へ
の
関
心
に
つ
な
が
り
や
す
い
条
件
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
世
界
史
的
に
一
九
四
0
年

代
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
共
産
主
義
を
双
璧
と
す
る
諸
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
治
の
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
シ
ナ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
二
大
植
民
地
戦
争
は
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
ゲ
リ
ラ
相
手
の
戦
争
で
あ
り
、
当
該
植
民
地
住
民
を
掌
握
．

支
配
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
か
ら
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
研
究
の
好
対
象
た
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、

ア

一
九
八
八
年
に
現
代
史
研
究
所
は
コ
ロ
ッ
ク
「
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
戦
争
と
フ
ラ
ン
ス
人
」
を
開
催
し
、
内
外
の
研
究
者
を
多
数
集
め
、
こ
の
戦
争
へ
の
実
に
多
種
タ
タ
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
正
面
か
ら
と
り
上
げ
た
報
告
は
な
く
、
映
像
や
文
芸
に
関
連
し
た
報
告
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の

後
一
九
九
七
年
に
出
た
ア
ジ
ュ
ロ
ン
監
修
の
コ
ロ
ッ
ク
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
」
が
そ
の
第
二
部
を

F
L
N
側
の
プ

(6) 

ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
の
考
察
に
充
て
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
側
は
さ
て
お
き
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
の
資
源
・
手
段
を
豊
富
に
有
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
側
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
以

後
も
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
出
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
思
う
に
そ
の
原
因
は
、
素
材
が
多
様
す
ぎ
て
包
括
的
に
論
じ
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
戦
争
中
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
表
現
が
戦
争
終
了
後
に
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
、
小
説
、
演
劇
な
ど
多
様
な
形
態
を

と
っ
て
豊
富
に
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。

ス
ト
ー
ラ
、
ダ
イ
ン
、

ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。
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o
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n
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o
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h
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e
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e
v
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e
w
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vol. 1
4
,
 

no. 3
-
4
,
 
1
9
8
9
,
 
p. 1
9
9
.
 

(
2
)

あ
る
標
準
的
な
社
会
学
辞
典
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
（
宜
伝
）
と
は
「
立
場
や
見
解
の
対
立
す
る
問
題
に
関
し
て
、
言
葉
や
そ
の
他
の
シ
ン
ボ
ル

を
駆
使
し
て
個
人
あ
る
い
は
集
団
の
態
度
と
意
見
に
影
響
を
与
え
、
意
図
し
た
方
向
に
彼
ら
の
態
度
や
意
見
を
変
化
さ
せ
、
さ
ら
に
は
行
動
を
誘
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
慎
重
に
計
画
さ
れ
た
説
得
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」
だ
と
定
義
さ
れ
る
（
森
岡
清
美
他
編
『
新
社
会
学
辞
典
』
有
斐
閣
、
一
九
九

三
年
）
。
本
稿
も
こ
の
定
義
に
従
う
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
は
「
立
場
や
見
解
の
対
立
す
る
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
特
定
の
態
度
な
い
し
立
場
を
選
択
す
る
よ

う
に
人
々
を
誘
導
す
る
活
動
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
す
ぐ
れ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
活
動
で
あ
り
、
政
治
宣
伝
で
あ
っ
て
、
消
費
を
呼
び
か
け
る
商
業
広
告

(
1
)
 

ン
ダ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
側
が
戦
争
遂
行
上
行
っ
た
各
種
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
検
討
を
通
じ
て
、
こ
の
戦
争
の
目
的
は
ど
の
よ
う
に
主
張
さ
れ

た
か
、
敵
が
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
か
、
植
民
地
住
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
か
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に

当
局
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
情
穀
の
統
制
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
概
観
す
る
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
研
究
は
発
信
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
解
読
に
関
心
を
寄
せ
る
が
、
世
論
の
誘
導
に
と
っ
て
は
、
不
都
合
な
情
報
の
抑
圧
も
同
じ
く
重
要
で
あ
る
。
最
後
に
こ
う
し
た
情
報

政
策
の
結
果
に
つ
い
て
も
不
十
分
な
が
ら
展
望
を
示
す
。
本
稿
で
と
り
上
げ
る
の
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
中
に
制
作
さ
れ
た
ビ
ラ
、
ポ
ス

タ
ー
、
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
で
あ
り
、
戦
争
終
了
後
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
こ
の
戦
争
中
に
様
々
な
諸
個
人
の
思

考
・
行
動
に
影
響
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
情
報
の
宣
伝
や
抑
圧
こ
そ
が
本
稿
の
関
心
事
な
の
で
あ
る
。
民
族
解
放
勢
力
側
の
プ
ロ
パ
ガ

て
論
じ
る
。

ダ
よ
り
も
、
む
し
ろ
戦
争
後
に
各
種
の
文
化
装
置
を
通
じ
て
形
成
・
蓄
積
さ
れ
て
き
た
「
国
民
の
記
憶
」
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し

た
研
究
動
向
は
「
記
憶
の
歴
史
学
」
の
流
行
に
も
沿
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
記
憶
研
究
、
表
象
研
究
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
と
対
象
を
定
め
よ
う
。
本
稿
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
情
報
政
策
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
情
報
統
制
に
即
し

四
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

(
6
)
 

(
7
)
 

(
5
)
 と

は
区
別
さ
れ
る
。

(
3
)

見
田
宗
介
他
編
『
社
会
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
お
よ
び
岡
堂
哲
雄
編
『
社
会
心
理
学
事
典
』
至
文
棠
、
一
九
八
二
年
の
「
宣
伝
」
の
項
目
を

参
照
。
エ
リ
ュ
ル
の
通
史
的
概
説
書
は
そ
の
叙
述
を
一
九
―
1
0
年
で
終
え
て
い
る
が
、
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
歴
史
を
叙
述
す
る
こ
と
な
ど
、
一
九
世
紀
末

の
歴
史
家
た
ち
に
は
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
」
、
「
現
在
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
い
か
な
る
過
去
の
政
治
現
象
に
も
な
か
っ
た
よ
う
な
性
質
を
有

し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
ド
ム
ナ
ッ
ク
は
「
政
治
宣
伝
は
二
0
軋
紀
前
半
の
支
配
的
な
現
象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
レ
ー
ニ
ン
型
」
と

「
ヒ
ト
ラ
ー
型
」
を
と
り
上
げ
て
い
る
。

J
a
c
q
u
e
s
Ellul, 
H
i
s
t
o
i
r
e
 d
e
 la p
r
o
p
a
g
a
n
d
e
,
 
2
e
 ed., 
(Paris :
 P
U
F
,
 
1
9
7
6
)
,
 
p
p
.
 5ー

6.

ジ
ャ
ン
1
1

マ
リ
ー
・

ド
ム
ナ
ッ
ク
『
政
治
宜
伝
』
小
出
峻
訳
、
白
水
社
ク
セ
ジ
ュ
文
庫
、
一
九
五
七
年
。

(
4
)

杉
本
淑
彦
「
一
九
四
五
年
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
帝
国
意
識
1

新
聞
報
道
か
ら
み
る
シ
リ
ア
騒
擾
と
ベ
ト
ナ
ム
八
月
革
命
」
『
史
林
』
第
七
三
巻
第
六
号
、

一
九
九
0
年
。
同
「
失
わ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
解
放
ー
一
九
四
五
年
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
帝
国
意
識
」
『
静
岡
大
学
教
養
部
研
究
報
告
人
文
社
会
科
学
編
』

第
二
六
巻
第
二
号
、
一
九
九
一
年
。
同
「
第
二
次
世
界
大
戦
占
領
下
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
帝
国
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
帝
国
意
識
」
『
静
岡
大
学
教
養
部
研
究

報
告
人
文
社
会
科
学
編
』
第
二
九
巻
第
一
号
、
一
九
九
一
二
年
。
松
沼
美
穂
『
帝
国
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
I

ヴ
ィ
シ
ー
政
権
期
フ
ラ
ン
ス
と
植
民
地
』
山
川

出
版
、
―
1
0
0
七
年
。

J
e
a
nー
P
i
e
r
r
e
R
i
o
u
x
 
(dir.), 
L
a
 g
u
e
r
r
e
 d
'
A
l
g
e
r
i
e
 et 
les Fran<;ais. 
(Paris :
 Fa
y
a
r
d
,
 
1
9
9
0
)
.
 

C
h
a
r
l
e
s
 ,
 
R
o
b
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た
だ
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
期
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
放
送
を
主
題
と
し
た
一
九
九
七
年
の
コ
ロ
ッ
ク
と
し
て
以
下

ガ
あ
る
(
M
i
c
h
e
l
e
d
e
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C
e
c
i
l
e
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d
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l
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 d
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一
九
五
0
年
代
に
は
米
中
ソ
の

一戦
後
フ
ラ
ン
ス
史
は
植
民
地
戦
争
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
で
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
ら
ベ
ト
ミ
ン
が
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
に
対
し

て
ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
を
宣
言
し
て
始
ま
っ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
の
紛
争
は
、
冷
戦
の
開
始
と
高
揚
に
重
な
り
、

大
国
が
関
与
す
る
国
際
紛
争
と
し
て
の
様
相
を
帯
び
る
に
至
り
、
そ
の
終
結
も
国
際
会
議
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

民
族
解
放
勢
力
を
相
手
と
し
た
こ
の
戦
争
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
従
来
の
戦
争
観
を
覆
す
ほ
ど
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
戦
争
で
あ
っ

た
。
敵
は
夜
の
闇
に
ま
ぎ
れ
て
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く
る
ゲ
リ
ラ
兵
で
あ
る
。
民
族
解
放
勢
力
は
山
岳
地
帯
に
根
拠
地
を
構
え
な
が
ら
、
農

村
に
浸
透
し
、
住
民
を
心
理
的
に
支
配
・
掌
握
し
、
そ
こ
か
ら
協
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
支
配
地
域
の
批
大
を
図
ろ
う
と
す
る
政
治
的
・

軍
事
的
行
動
主
体
で
あ
る
。
い
わ
ば
農
村
の
懐
に
抱
か
れ
な
が
ら
住
民
の
間
を
自
由
に
泳
ぎ
回
る
「
見
え
な
い
敵
」
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
ベ
ト
ミ
ン
の
戦
い
は
イ
ン
ド
シ
ナ
内
部
で
自
己
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
主
義
国
と
り
わ
け
国
境
を
接
す
る
中
華
人
民

共
和
国
は
、
武
器
援
助
や
軍
事
教
練
を
通
じ
て
ベ
ト
ミ
ン
ヘ
の
支
援
に
力
を
注
い
だ
。
農
村
が
都
市
を
包
囲
す
る
と
い
う
毛
沢
東
の
戦
争

論
は
ベ
ト
ミ
ン
た
ち
の
持
久
戦
の
指
針
と
な
っ
た
。
ホ
ー
ら
共
産
主
義
者
に
と
っ
て
、
共
産
圏
か
ら
の
援
助
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
自
然

で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
は
民
族
解
放
運
動
と
国
際
共
産
主
義
の
相
似
性
な
い
し
親
近
性
を
フ
ラ
ン
ス
人
に
強
く
印
象
づ
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
の
民
族
解
放
運
動
は
国
際
共
産
主
義
運
動
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
操
作
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
標
は
イ
ン
ド
シ

ナ
の
独
立
で
は
な
く
て
そ
の
共
産
化
だ
と
い
う
認
識
が
フ
ラ
ン
ス
側
で
力
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
民
族
解
放
戦
争
は

guerre revolutionnaire
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
に
最
も
明
敏
に
反
応
し
た
の
は
軍
人
で
あ
る
。

「
革
命
戦
争
」
の
出
現

「
革
命
戦
争
」

へ
の
対
抗

「
革
命
戦
争

, . 
ノ‘
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

七

一
九
五
0
年
代
中
葉
、
軍
関
係
者
が
多
く
寄
稿
す
る
『
国
防
雑
誌
』
に
は
、
「
革
命
戦
争
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
オ
ガ
ー
ル

(
J
a
c
q
u
e
s
H
o
g
a
r
d
)

司
令
官
の
一
九
五
六
年
の
論
文
を
と
り
上
げ
よ
う
。
「
革
命
戦
争
」
の
目
標

は
革
命
派
に
よ
る
世
界
征
服
で
あ
り
、
そ
れ
は
永
続
的
・
全
面
的
な
戦
争
に
な
る
が
、
そ
の
成
否
は
大
衆
の
物
理
的
・
心
理
的
な
支
配
の

可
否
に
か
か
っ
て
い
る
。
「
革
命
戦
争
」
の
進
行
に
は
五
つ
の
局
面
が
あ
る
。
第
一
局
面
に
お
い
て
、
革
命
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
流
布

す
る
扇
動
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
た
め
の
秘
密
の
中
核
が
つ
く
ら
れ
る
。
第
二
局
面
で
は
、
革
命
派
は
よ
り
発
達
し
た
組
織
を
用
意
し
て
、

情
報
網
を
つ
く
り
、
敵
方
を
孤
立
化
・
威
嚇
し
、
社
会
の
様
々
な
団
体
・
機
構
に
潜
入
工
作
を
行
う
。
第
三
局
面
の
革
命
派
は
、
武
装
集

団
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
行
い
、
恐
怖
支
配
に
よ
っ
て
敵
方
を
排
除
し
た
り
、
中
立
者
を
威
嚇
す
る
。
ゲ
リ
ラ
が

登
場
す
る
の
は
こ
の
段
階
で
あ
る
。
第
四
段
階
に
至
る
と
、
革
命
派
の
支
配
地
域
に
云
解
放
区
」
が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
に
彼
ら
の
「
反
政

府
」
が
僅
か
れ
る
。
こ
の
段
階
で
は
革
命
派
の
主
力
た
る
常
備
軍
が
現
れ
、
反
乱
は
正
統
的
外
観
を
帯
び
る
。
最
終
局
面
で
革
命
派
は
主

カ
軍
と
ゲ
リ
ラ
兵
力
を
緊
密
に
結
び
つ
け
、
政
治
的
・
心
理
的
な
全
般
的
反
抗
を
導
く
。
こ
う
し
た
革
命
戦
争
は
全
世
界
で
始
ま
っ
て
お

り
、
中
ソ
や
そ
の
衛
星
国
は
す
で
に
そ
の
た
め
の
基
地
に
な
っ
て
お
り
、
「
腐
敗
」
し
つ
つ
あ
る
国
も
多
い
。

フ
ラ
ン
ス
連
合
は
一
九
四

オ
ガ
ー
ル
の
見
る
と
こ
ろ
、
「
共
産
主
義
の
永
続
的
・
普
遍
的
革
命
戦
争
」
が
世
界
全
体
で
進
行
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
や
北
ア
フ

リ
カ
で
発
生
し
た
紛
争
は
そ
の
地
域
的
表
現
で
あ
る
。
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
状
況
へ
の
ム
ス
リ
ム
大
衆
の
強
い
不
満
か
ら
反
乱
が

生
じ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
、
現
在
「
革
命
戦
争
」
の
第
三
局
面
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
打
ち
勝
つ
に
は
改
革
だ
け
で
も
軍
事
的
手

戦
争
」

段
だ
け
で
も
不
可
能
だ
と
い
う
。
大
衆
支
配
を
可
能
に
す
る
革
命
派
の
政
治
組
織
を
破
壊
し
、
「
心
理
活
動
」
を
巧
み
に
展
開
し
、
フ
ラ

ン
ス
の
愛
国
主
義
の
理
想
で
彼
ら
の
「
人
種
主
義
的
・
排
外
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
圧
倒
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
る
。
「
革
命

の
ポ
イ
ン
ト
が
住
民
大
衆
の
征
服
・
支
配
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
フ
ラ
ン
ス
側
が
大
衆
の
忠
誠
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
、
心
理

五
年
以
来
こ
の
「
革
命
戦
争
」

の
「
連
鎖
的
戦
場
」
に
な
っ
て
い
る
。
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同
じ
く
一
九
五
六
年
に
出
版
さ
れ
た
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
将
軍
の
回
顧
録
も
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
の
教
訓
と
し
て
類
似
の
見
地
を
示
し
て
い

る
。
近
代
的
な
方
法
・
手
段
で
ゲ
リ
ラ
と
闘
う
こ
と
は
無
駄
で
あ
り
、
「
政
治
的
活
動
と
情
報
に
支
え
ら
れ
た
」
柔
軟
で
機
動
的
な
反
ゲ

「
敵
は
住
民
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
目
論
見
を
達
し
う
る
の
で
、
こ
れ
と
戦
う
に
は
、
住
民
を
監
視
し
、
安
心
さ
せ
、
保
護
す
る
こ

と
で
、
彼
ら
を
わ
が
陣
営
に
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
部
隊
を
張
り
つ
け
て
絶
え
ず
住
民
と
確
か
な
接
触
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ

(
2
)
 

て
の
み
、
こ
の
成
果
が
期
待
で
き
る
。
」

反
ゲ
リ
ラ
戦
争
遂
行
の
た
め
に
、
住
民
に
密
着
し
、
情
報
を
獲
得
し
、
彼
ら
を
心
理
的
に
獲
得
・
掌
握
す
る
必
要
を
軍
人
た
ち
は
痛
感

し
て
い
た
。
も
っ
と
も
イ
ン
ド
シ
ナ
と
違
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
共
産
主
義
運
動
は
極
め
て
弱
体
で
あ
り
、

F
L
N
も
そ
れ
を
支
援
す
る
ア
ラ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
共
産
主
義
で
は
な
い
。
だ
が
両
地
域
の
民
族
解
放
運
動
の
ゲ
リ
ラ
的
武
装
闘

争
形
態
や
そ
れ
へ
の
外
部
的
支
援
と
い
う
共
通
性
は
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
た
し
、
こ
の
反
乱
へ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
ラ

ジ
オ
局
に
よ
る
好
意
的
報
道
ぶ
り
や
、
後
の
中
ソ
両
国
に
よ
る
支
持
は
、

や
は
り
こ
の
運
動
と
国
際
共
産
主
義
と
の
関
連
を
疑
わ
せ
た
。

イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
終
結
か
ら
ほ
と
ん
ど
時
間
を
置
か
ず
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
が
始
ま
っ
た
た
め
、

か
ら
十
分
に
教
訓
を
汲
み
取
る
間
も
な
く
、
両
地
域
の
民
族
解
放
運
動
の
地
理
的
、
文
化
的
、
宗
教
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
差
異
に
注
意

を
払
う
余
裕
も
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
が
ふ
た
つ
の
紛
争
を
同
一
視
し
た
こ
と
は
自
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
か
く
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

戦
争
も
ま
た
「
革
命
戦
争
」
と
し
て
表
象
さ
れ
、
特
殊
に
心
理
戦
・
思
想
戦
と
し
て
の
様
相
を
帯
び
る
の
で
あ
る
。

リ
ラ
戦
の
み
が
有
効
だ
と
し
て
言
う
。

レ
ベ
ル
で
の
戦
略
的
対
応
の
必
要
を
説
く
わ
け
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
は
イ
ン
ド
シ
ナ
の
経
験

J¥ 
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

地
で
一
一
三
な
い
し
三
五
万
部
発
行
し
、
都
市
部
で
は
直
属
の
部
隊
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
さ
せ
る
一
方
、
農
山
村
に
は
ビ
ラ
・
拡

声
器
宣
伝
隊

(
C
o
m
p
a
g
n
i
e
s
d
e
 h
a
u
t
 ,
 
parleurs et 
d
e
 tracts)
を
派
遣
し
、

こ
の
活
動
に
は
映
画
上
映
、

ム
ス
リ
ム
住
民
相
手
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
に
当
た
ら
せ
た
。

(
5
)
 

レ
コ
ー
ド
鑑
賞
、
雑
談
な
ど
の
娯
楽
の
要
素
も
含
ま
れ
る
。

あ
る
軍
人
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

ム
ス
リ
ム
住
民
の
う
ち
で
反
乱
派
に
与
す
る
者
は
ご
く
少
数
だ
が
、
無
条
件
に
フ
ラ
ン
ス
を
支
持
す
る

者
も
同
じ
く
少
数
で
あ
り
、
大
多
数
は
明
確
な
意
見
を
も
っ
て
い
な
い
。
平
均
的
な
ム
ス
リ
ム
は
自
分
た
ち
の
物
質
的
・
精
神
的
生
活
条

こ
う
し
た
組
織
的
枠
組
み
の
下
で
、
第
五
局
は
週
刊
紙
『
ル
・
ブ
レ
ド

九

（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
内
陸
部
の
意
）
を
本
国
と
現

「
反
革
命
戦
争
」
に
お
け
る
「
心
理
活
動
」

「
革
命
戦
争
」
に
対
決
す
る
戦
い
「
反
革
命
戦
争

(guerre
contre'revolutionnaire)
」

と

呼

ば

れ

た

に

お

い

て

は
、
住
民
大
衆
の
征
服
・
掌
握
如
何
が
勝
敗
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
。
敵
方
の
情
報
を
収
集
・
分
析
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
住
民
の
支
持
・

忠
誡
を
獲
得
す
る
た
め
に
宣
伝
活
動
を
行
う
の
は
何
よ
り
も
軍
の
任
務
で
あ
る
。

(
b
u
r
e
a
u
x
 
psychologiques)~ 

砥
目
区
、
仰
叫
間
i
レ
ベ
ル
に
設
立
し
た
。
当
初
こ
れ
は

方
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
ヘ
の
抵
抗
力
を
も
た
せ
る
こ
と
が
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、

と
を
主
た
る
使
命
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
心
理
活
動
」

d'action p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
q
u
e
 et 
d
'
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
)
 

`

J

 2
 

＇
し革
命
派
の

や
が
て
拡
大
し
、

ム
ス
リ
ム
住
民
と
接
触
を
保
つ
こ

の
対
象
は
軍
幹
部
か
ら
ム
ス
リ
ム
住
民
へ
と
拡
大
し
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
特
別
権
限
法
成
立
後
の
一
九
五
六
年
四
月
に
は
、
ブ
ル
ジ
ェ
ス
・
モ
ヌ
ー
リ
国
防
相
直
属
の
情
報
・
心
理
活
動
部
局

(Service

が
新
設
さ
れ
、
七
月
に
は
心
理
局
は
第
五
局

(
c
i
n
q
u
i
e
m
e
s
b
u
r
e
a
u
x
)

と
し
て
編
成
替
え

さ
れ
る
。
第
五
局
は
一
九
六
0
年
二
月
に
解
消
さ
れ
る
ま
で
、
現
地
で
の
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
活
動
の
最
前
線
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、
仏
軍

最
高
司
令
部
の
他
、
全
軍
管
区
司
令
部
、
ア
ル
ジ
ェ
、
オ
ラ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ヌ
の
師
団
司
令
部
さ
ら
に
は
全
作
戦
区
域
司
令
部
に
、

(
4
)
 

各
々
付
属
す
る
よ
う
に
な
る
。
情
報
活
動
の
重
視
が
う
か
が
わ
れ
る
組
織
再
編
で
あ
る
。

(
L
e
 B
l
e
d
)
』

「
革
命
戦
争
」

の
理
論
を
幹
部
軍
人
に
教
え
て
、
敵

一
九
五
五
年
三
月
、
第
一
〇
軍
管
区
司
令
部
は
心
理
局

27-3•4-223 (香法2008)



件
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
に
比
べ
て
劣
悪
だ
と
感
じ
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
人
や
行
政
当
局
か
ら
受
け
た
差
別
、

育
、
文
化
傾
向
）

に
合
わ
せ
て
実
行
し
て
こ
そ
効
力
を
も
つ
。

度
を
示
し
な
が
ら
、

お
り
、
政
府
の
政
策
を
「
心
理
活
動
」

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

政
官
の
代
わ
り
に
村
を
治
め
、

一
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
局
副
局
長
ラ
ン
グ
レ

(
H
e
n
r
i
Langlais) 
の
下
に
設
置
さ
れ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ

た
。
ム
ス
リ
ム
住
民
と
日
常
的
に
接
触
す
る
彼
ら
も
「
心
理
活
動
」

ひ
ど
い
待
遇
、
悪
意
あ
る
言
動

に
怒
り
を
抱
い
て
い
る
。
こ
の
復
讐
心
に
反
乱
派
は
巧
み
に
つ
け
こ
ん
で
お
り
、
自
由
、
平
等
、
独
立
と
い
っ
た
反
乱
派
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
は
実
に
大
き
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
「
心
理
活
動
」
は
、
相
手
の
条
件
（
経
済
状
態
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
、
教

フ
ラ
ン
ス
が
絶
対
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
放
棄
し
な
い
と
い
う
決
然
た
る
態

(
6
)
 

ム
ス
リ
ム
住
民
に
対
す
る
改
革
の
約
束
を
誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
心
理
活
動
」
は
軍
の
独
占
的
活
動
で
は
な
い
。
現
地
で
は
第
五
局
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
駐
在
相
ラ
コ
ス
ト
の
下
に
付
属
し
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
転
換
す
る
に
は
、
ラ
コ
ス
ト
の
官
房
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
同
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
広
大
な
領
域
に
散
ら
ば
る
ム
ス
リ
ム
住
民
を
掌
握
・
支
配
す
る
こ
と
は
、
各
県
の
数
少
な
い

行
政
官
だ
け
で
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
行
政
か
ら
ま
っ
た
く
見
捨
て
ら
れ
た
集
落
が
内
陸
部
に
は
数
多
く
あ
り
、
こ
う
し
た
「
統
治
不

一
九
五
五
年
に
は
特
別
行
政
部
局
S
A
S
=
 
Sections a
d
旦
nistratives
specialisees)

が
つ
く
ら
れ
、
軍
人
が
行

ム
ス
リ
ム
住
民
へ
の
福
祉
・
教
育
・
医
療
な
ど
の
様
々
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

(
7
)
 

の
一
環
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
軍
お
よ
び
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
相
だ
け
の
領
域
で
は
な
い
。

一
九
五
六
年
以
降
、
フ
ラ
ン

ケ
・
ド
ル
セ
ー

ス
に
と
っ
て
は
国
内
問
題
で
あ
る
は
ず
の
こ
の
紛
争
が
国
際
社
会
の
関
心
を
集
め
、
国
連
で
討
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
や
、
外
務
省
も
関

わ
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
同
年
一

ア
間
題
連
絡
部

(
M
L
A
1
1
M
i
s
s
i
o
n
 d
e
 la 
liaison d
e
s
 affaires 
algeriennes)

は
、
在
外
公
館
が
入
手
し
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
関
す
る

情
報
を
集
約
し
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
相
に
伝
達
し
、
ま
た
本
省
の
諸
部
局
や
在
外
公
館
に
も
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
外
務
省
も

世
界
各
国
に
対
し
て
敵
方
が
行
っ
て
い
る
「
外
交
活
動
」
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
す
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を
対
外
的
に
正
当
化

足
」
を
補
う
た
め
に
、

1
0
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の
正
当
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
駐
留
フ
ラ
ン
ス
軍
兵
士
の
役
割
の
正
当
化

ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
紙
媒
体
は
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段
で
あ
り
、
映
像
・
音
声
史
料
と
違
っ
て
保
存
さ
れ
や

す
く
、
歴
史
家
に
と
っ
て
も
比
較
的
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
に
も
注
意
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。
「
心
理
活
動
」

で
接
触
す
べ
き
ム
ス
リ
ム
住
民
の
は
と
ん
ど
が
非
識
字
者
で
あ
る
こ
と
だ
。
オ
ル
レ
ア
ン
ス
ヴ
ィ
ル
県
副
知
事
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
当
局

と
は
い
え
、

が
手
近
な
識
字
者
の
ム
ス
リ
ム
に
ビ
ラ
を
渡
し
て
読
ま
せ
て
も
、
大
抵
意
味
を
歪
皿
し
て
伝
達
さ
れ
る
と
い
う
。
電
気
の
通
ら
な
い
山
間

(
2
)
 

部
で
は
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
効
果
が
な
い
か
ら
、
最
も
確
実
な
伝
達
は
ロ
コ
ミ
だ
と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

口
頭
で
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
多
大
な
労
力
を
伴
う
上
に
、
伝
達
し
う
る
範
囲
も
限
ら
れ
る
。
や
は
り
紙
媒
体
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
が
有
力
で
あ
る
が
、
非
識
字
者
の
多
さ
を
考
慮
し
て
、
イ
ラ
ス
ト
を
中
心
に
し
た
も
の
が
多
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
エ
ク
サ
ン
・
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
海
外
文
書
館
や
ヴ
ァ
ン
セ
ン
ヌ
の
国
防
省
文
書
館
で
、
こ
れ
ら
の
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
を
調
査
し
て
ぎ
た
。
著
作
権
の
関
係

上
、
図
案
を
示
す
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
以
下
そ
れ
ら
の
内
容
を
説
明
し
つ
つ
、
そ
の
特
質
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は

軍
・
行
政
府
な
ど
の
公
権
力
主
体
の
発
行
し
た
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
を
と
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
次
の
通
り
い
く
つ
か
の
主
題
に
区
分
で
ぎ
る
。

(
3
)
 

ま
ず
フ
ラ
ン
ス
軍
兵
士
向
け
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
あ
る
。
「
諸
君
は
彼
ら
を
守
る
た
め
に
来
た
」
と
題
さ
れ
た
ビ
ラ
を
見
よ
う
。
は
た

め
く
三
色
旗
の
な
か
に
あ
し
ら
わ
れ
た
写
真
に
は
談
笑
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
と
ム
ス
リ
ム
の
男
児
―
一
人
が
写
っ
て
い
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
明
確
だ
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
善
良
な
フ
ラ
ン
ス
人
と
ム
ス
リ
ム
が
本
来
仲
良
く
共
生
し
て
お
り
、
そ
れ
を
守
る
の
が
フ
ラ
ン
ス
軍
の

役
割
だ
と
こ
の
ビ
ラ
は
訴
え
て
い
る
。
植
民
地
の
現
実
を
美
化
す
る
一
方
で
、
そ
こ
に
投
入
さ
れ
る
兵
士
た
ち
に
向
け
て
軍
事
活
動
目
的

（
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

②
敵
の
イ
メ
ー
ジ

同
種
の
発
想
に
基
づ
く
別
の
ビ
ラ
は
「
人
々
を
生
か
す
た
め
に
戦
お
う
」
と
題
し
て
、
子
連
れ
の
ム
ス
リ
ム
女
性
を
背
後
に
守
る
仏
軍

(
4
)
 

兵
士
の
イ
ラ
ス
ト
を
多
色
刷
り
で
描
い
て
い
る
。
自
動
小
銃
で
武
装
し
た
兵
士
の
足
は
地
面
に
い
る
黒
い
蛸
を
思
い
切
り
踏
み
つ
け
て
、

赤
い
血
を
吐
か
せ
て
い
る
が
、
こ
の
蛸
に
は
白
抜
き
で

F
L
N
と
書
い
て
あ
る
。
無
翠
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
を
守
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の

官
」
イ
メ
ー
ジ
は
こ
こ
で
も
明
確
で
あ
る
。
こ
の
ビ
ラ
も
や
は
り
兵
士
に
向
け
て
、

こ
の
戦
争
の
遂
行
上
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
そ
の
も
の
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
公
然
と
認
め
、
そ
の
た
め
の
一
層
の
努
力
を
個
々
の
兵
士
に

(
5
)
 

求
め
て
い
る
ビ
ラ
も
あ
る
。
港
の
風
景
を
バ
ッ
ク
に
、
大
き
な
赤
い
文
字
で
「
兵
士
よ
！
」
と
呼
び
か
け
る
ビ
ラ
は
、
最
上
部
に
駐
仏
ア

(Duglas Dillon) 

君
に
助
言
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
あ
な
た
方
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
無
頓
着
す
ぎ
る
」
。
ビ
ラ
の
下
部
に
付
け
ら
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
「
こ

の
正
し
す
ぎ
る
非
難
を
よ
く
考
え
よ
。

の
発
言
（
一
九
五
七
年
一
月
二
六
日
）
を
引
用
す
る
。
日
く
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
よ
、
諸

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
情
報
を
理
解
せ
よ
」
と
兵
士
た
ち
に
命
じ
、
最
下
段
に

プ
ロ
パ
ガ
ン
デ
ィ
ス
ト

は
、
「
フ
ラ
ン
ス
領
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
宣
伝
係
に
な
れ
」
と
い
う
大
き
な
文
字
が
踊
っ
て
い
る
。
こ
の
ビ
ラ
は
特
定
の
情
報
を
伝
達

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
他
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
そ
の
含
意
は
理
解
し
や
す
い
。

ア
の
住
民
の
保
護
と
平
和
の
回
復
と
い
う
「
正
し
い
目
的
」

ム
ス
リ
ム
住
民
に
向
け
て
展
開
せ
よ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

メ
リ
カ
大
使
デ
イ
ロ
ン

と
を
理
解
さ
せ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
る
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
住
民
保
護
が
戦
争
目
的
で
あ
る
こ

フ
ラ
ン
ス
軍
兵
士
は
ア
ル
ジ
ェ
リ

の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
方
向
に
沿
っ
た
宣
伝
活
動
を

で
は
こ
う
し
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
無
亭
の
住
民
と
対
置
さ
れ
る
べ
き
敵
方
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
い

「
護
民

27-3・4-227 (香法2008)



こ
と
を
暗
黙
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

て
く
る
わ
い
！
」
。

ワ
シ
は
次
の
戦
勝
の
た
め
に
一
走
り
し

第
一
は
敵
の
無
法
ぶ
り
や
貪
欲
さ
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
戦
争
に
お
け
る
古
典
的
宣
伝
で
あ
る
。
「
こ
れ
が
匪
賊
の
姿
だ
」
と
題

(
6
)
 

す
る
緑
色
刷
り
の
ビ
ラ
は
、
覆
面
顔
の
反
乱
派
を
バ
ッ
タ
に
見
立
て
て
「
匪
賊
fellaga
」
と
呼
び
、
「
匪
賊
の
通
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
も
か

し
こ
も
、
も
は
や
何
も
残
ら
な
い
」
と
し
て
、
彼
ら
が
良
民
か
ら
カ
ネ
を
奪
い
、
子
を
拉
致
し
、
学
校
を
破
壊
し
、
診
療
所
を
荒
ら
し
、

収
穫
物
を
燃
や
す
無
法
者
た
る
こ
と
を
強
調
し
、
「
匪
賊
の
通
過
は
破
滅
、
葬
儀
、
涙
、
飢
餓
、
貧
困
を
意
味
す
る
」
と
、

第
二
は
敵
の
小
心
さ
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
良
民
に
対
し
て
は
冷
酷
非
道
に
振
る
舞
え
る
敵
も
実
は
小
心
で
、

ム
ス
リ
ム
住

民
た
ち
の
恐
怖
を
煽
り
立
て
る
。

F
L
N
か
ら
カ
ン
パ
を
迫
ら
れ
る
ム
ス
リ
ム
住
民
の
被
害
者
意
識
を
か
き
立
て
る
こ
と
で
、
反
乱
勢
力

フ
ラ
ン
ス
軍
の
前

で
は
逃
亡
す
る
し
か
な
い
ほ
ど
無
力
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
残
虐
さ
の
強
調
だ
け
で
は
、
恐
怖
心
か
ら
住
民
を
敵
方
の
支
配
に

委
ね
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
強
力
な
フ
ラ
ン
ス
軍
に
比
べ
れ
ば
敵
は
恐
れ
る
に
足
り
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
こ
そ
、
住
民

を
獲
得
で
き
る
。

(
7
)
 

「
恐
怖
に
駆
ら
れ
る
と
人
は
逃
げ
出
す
」
と
題
さ
れ
た
ビ
ラ
は
、

コ
ミ
カ
ル
に
描
く
。
左
後
景
に
は
フ
ラ
ン
ス
軍
に
討
伐
さ
れ
た
仲
間
た
ち
の
死
体
が
累
々
と
横
た
わ
る
。

れ
ち
ま
い
ま
し
た
ぜ
。
指
令
を
下
せ
え
」
。
す
る
と
他
方
が
答
え
て
日
く
、
「
神
の
ご
加
護
を
！

フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
る
山
狩
り
で
逃
げ
て
い
く
ゲ
リ
ラ
た
ち
を
指
差
し
て
仏
軍
兵
士
に
教
え
て
い
る
ム
ス
リ
ム
を
描
い
た
ビ
ラ
は
、
「
和

(
8
)
 

平
化
の
軍
隊
が
そ
こ
に
い
る
。
話
し
て
く
れ
れ
ば
、
匪
賊
ど
も
は
逃
げ
出
す
」
と
訴
え
る
。
だ
が
こ
う
し
た
ビ
ラ
は
、
実
は
フ
ラ
ン
ス
軍

部
隊
が
ム
ス
リ
ム
住
民
の
非
協
力
的
態
度
に
よ
り
敵
情
報
の
入
手
に
苦
労
し
て
お
り
、
神
出
鬼
没
の
ゲ
リ
ラ
兵
の
掃
討
に
苦
戦
し
て
い
る

と
の
分
断
を
図
ろ
う
と
す
る
戦
略
が
明
瞭
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
で
―
一
人
の
民
族
解
放
軍
兵
士
の
会
話
を

一
方
日
く
、
「
頭
ァ
、
皆
殺
さ

一
四

27-3•4-228 (香法2008)



情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

「

P
C
A

一
五

ハ
ン
ガ
リ
ー

「
F
L
N
に
よ
り
殺
害
」

首
を
別
ね
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
結
ん
で
い
る
。

第
三
は
敵
の
外
部
操
作
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
民
族
解
放
勢
力
な
る
も
の
は
自
生
的
な
集
団
で
は
な
く
て
、

外
部
か
ら
操
作
さ
れ
て
い
る
駒
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の
「
外
部
」
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
最
も
一
般
的
な
の

「
匪
賊
よ
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の

(9) 

カ
イ
ロ
か
ら
の
指
令
だ
」
と
題
さ
れ
た
赤
黒
の
二
色
刷
り
ビ
ラ
は
、
中
央
に
憫
悽
の
柄
の
剣
二
本
を
交
差
さ
せ
、
そ
の
奥

で
目
だ
け
を
見
せ
て
不
敵
に
笑
う
ア
ラ
ブ
人
の
覆
面
顔
が
描
か
れ
、
紙
面
一
杯
に
「
指
令
」
が
書
き
連
ね
て
あ
る
。
「
電
柱
を
倒
せ
。
電

線
を
切
れ
。
水
道
管
を
切
れ
。
道
路
を
止
め
ろ
。
橋
を
落
と
せ
」
と
、
「

．．．． 
を
切
れ

(
T
u
c
o
u
p
e
r
a
s
 
••• 

)
」
と
い
う
リ
フ
レ
イ
ン
と
と
も

に
破
壊
の
対
象
が
次
々
と
指
示
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
指
令
は
徐
々
に
文
字
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
、
「
口
髭
を
切
れ
。
耳
を
削
げ
。
唇

を
削
げ
。
鼻
を
削
げ
。
喉
を
か
き
切
れ
」
と
、
攻
撃
対
象
は
モ
ノ
か
ら
人
へ
向
か
い
、
一
層
凄
み
と
残
虐
さ
を
増
し
て
い
く
。
こ
れ
は

F
L
N

が
非
協
力
者
や
親
仏
派
に
見
せ
し
め
と
し
て
行
っ
た
肉
体
的
制
裁
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
ビ
ラ
の
最
大
の
ア
ピ
ー

ル
は

F
L
N
は
エ
ジ
プ
ト
に
操
作
さ
れ
た
狂
信
者
集
団
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
図
案
と
い
い
、
文
字
の
ロ
ゴ
と
い
い
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
い
悪
魔
的
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
て
い
る
。
反
乱
の
外
部
操
作
性
と
い
う
政
治
的
主
張
を
、
残
虐
性
・
狂
信
性
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
教
に
対

す
る
西
洋
的
偏
見
で
包
み
込
ん
だ
こ
の
「
作
品
」
は
、
最
後
に
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の
警
告
と
し
て
、
「
い
つ
か
お
前
に
は
神
の
罰
が
下
り
、

(10) 

そ
の
「
外
部
」
を
国
際
共
産
主
義
だ
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
「
共
産
主
義
者
が
仮
面
を
と
っ
た
」
と
題
す
る
ビ
ラ
。
そ
の
上
半
分
で
は

暗
闇
で
戦
車
が
人
々
を
礫
き
殺
し
、
下
半
分
で
は
血
ま
み
れ
の
二
つ
の
遺
体
が
地
面
に
横
た
わ
る
。
戦
車
に
は
赤
い
鎌
と
ハ
ン
マ
ー
を
組

み
合
わ
せ
た
マ
ー
ク
が
白
抜
き
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
文
字
と
と
も
に
浮
か
び
上
が
る
一
方
、
惨
殺
遺
体
に
は

（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
共
産
党
）

に
よ
り
殺
害
」
と
の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

事
件
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
テ
ロ
活
動
は
と
も
に
共
産
主
義
者
の
陰
謀
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明
瞭
だ
。

が
エ
ジ
プ
ト
を
本
拠
と
す
る
ア
ラ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
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反
乱
派
の
誘
い
に
乗
る
な
と
説
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「
罪
状
」
を
挙
げ
る
。
ビ
ラ
は
こ
う
し
た
反
乱
派
へ
の

ム
ス
リ
ム
住
民
の
掌
握
・
支
配
こ
そ
が
「
心
理
活
動
」
に
と
っ
て
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
を
民
族
解
放
勢
力
か
ら
隔
離

し
、
フ
ラ
ン
ス
側
に
獲
得
す
る
目
的
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
も
た
ら
す
利
益
を
強
調
す
る
一
方
で
、
反
乱
勢
力
へ
の
共
謀
者

に
は
峻
厳
な
処
罰
を
も
っ
て
臨
む
と
い
う
、
ム
ス
リ
ム
住
民
の
損
得
勘
定
に
訴
え
る
功
利
主
義
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
登
場
す
る
。

ア
ル
ジ
ェ
の
港
の
風
景
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
。

マ
ル
セ
イ
ユ
行
き
の
船
に
続
々
と
乗
り
込
む
数
多
く
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
。
上
部

に
は
「
こ
れ
ら
カ
ビ
リ
ア
の
労
働
者
た
ち
は
本
国
に
上
陸
し
て
、
年
―
―
―
1
0
億
フ
ラ
ン
も
の
カ
ネ
を
家
族
に
送
金
す
る
だ
ろ
う
」
と
あ
り
、

隣
に
は
故
郷
の
父
親
が
息
子
か
ら
の
仕
送
り
の
入
っ
た
手
紙
を
喜
ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

ー
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
正
体
は
視
線
を
最
下
部
に
落
と
す
と
明
ら
か
と
な
る
。
「
カ
ビ
リ
ア
の
良
識
は
悪
し
き
勧
め
に
打
ち
勝
つ
」
。
カ
ビ

リ
ア
は
昔
か
ら
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
反
逆
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
出
稼
ぎ
労
働
市
場
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
有
用
性
を
訴
え
、

最
も
数
多
く
見
ら
れ
る
ビ
ラ
は
ム
ス
リ
ム
住
民
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
反
乱
派
の
い
ず
れ
の
側
に
つ
く
の
か
を
追
る
も
の
で
あ
る
。
―
―

枚
の
イ
ラ
ス
ト
が
明
る
い
田
園
・
学
校
生
活
と
破
壊
・
放
火
さ
れ
た
建
物
を
描
き
分
け
、
フ
ラ
ン
ス
の
も
た
ら
す
「
平
和
・
正
義
・
幸
福
」

(12) 

と
反
乱
派
の
も
た
ら
す
「
死
・
不
幸
・
不
安
」
と
を
対
比
す
る
の
が
お
決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
そ
の
呼
び
か

(13) 

け
は
憫
喝
的
な
内
容
に
な
る
。
「
こ
の
村
の
住
民
諸
君
へ
」
と
題
す
る
ビ
ラ
は
、
「
諸
君
は
反
徒
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
や
つ
ら
に
カ
ネ
や

食
糧
を
与
え
て
き
た
。
沈
黙
に
よ
っ
て
や
つ
ら
を
助
け
て
き
た
」
と
村
人
た
ち
の

協
力
は
犯
罪
行
為
だ
と
警
告
し
、
「
選
択
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
平
和
と
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
か
、
犯
罪
と
懲
罰
か
」
と
踏
み
絵
を
迫
る
。

以
上
、
公
権
力
主
体
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
駐
留
目
的
は

F
L
N
の
テ
ロ
か
ら
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
住
民
を
守
り
、
平

和
を
維
持
す
る
こ
と
だ
と
し
て
、

F
L
N
を
エ
ジ
プ
ト
や
ソ
連
な
ど
外
国
勢
力
に
操
作
さ
れ
た
貪
欲
で
残
虐
な
狂
信
集
団
だ
と
描
き
な
が

③
ム
ス
リ
ム
住
民
へ
の
呼
び
か
け

一
見
す
る
と
労
働
者
派
遣
募
集
の
ポ
ス
タ

一
六
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
一
本
制
作
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

る。 ー
レ
ス
地
方
で
の
作
戦
を
主
題
と
し
、
残
り
一
本
は

に
と
ど
め
る
。

(actualite) 

フ
ラ
ン
ス
を
儒
頼
し
て
こ
れ
ら
の
敵
と
一
線
を
画
す
る
よ
う
に
ム
ス
リ
ム
た
ち
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
映
画

⑦
映
像
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

、I
,a
 

r
ー

＼

一
九
五

0
年
代
末
ま
で
ニ
ュ
ー
ス
映
像
は
、
テ
レ
ビ
放
送
よ
り
も
映
画
館
で
劇
映
画
の
前
に
上
映
さ
れ
る
短
編
ニ
ュ
ー
ス
映
両

で
見
ら
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
今
日
見
る
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
に
と
っ
て
さ
え

不
可
能
に
近
く
、
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
箪
者
も
そ
の
内
容
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、

一
七

（
『
安
全
』
『
和

ニ
ュ
ー
ス
映
画
制

(14) 

作
会
杜
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

(Actualite
f
r
a
n
~
a
i
s
e
)

の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
目
録
を
調
査
し
た
デ
ボ
ワ
の
研
究
に
依
拠
し
て
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
を
題
材
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
映
圃
の
制
作
状
況
が
こ
の
戦
争
の
展
開
と
大
き
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く

ま
ず
反
乱
の
始
ま
っ
た
直
後
の
一
九
五
四
年
―
-
|
-
―
一
月
に
つ
く
ら
れ
た
四
本
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
う
ち
三
本
は
反
乱
の
根
拠
地
オ

『
匪
賊
の
降
伏
』
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
反
乱
は
本
国
人
の
注
意
を
確
か
に
引
い

て
い
る
が
、
ま
だ
そ
れ
は
戦
争
と
は
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
状
況
の
回
復
に
楽
観
的
な
見
通
し
が
支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ

一
九
五
五
年
は
八
月
に
モ
ロ
ッ
コ
お
よ
び
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
大
規
模
な
暴
動
が
起
こ
る
が
、
こ
の
年
は
そ
の
直
前
に
『
オ
ー
レ
ス
』

状
況
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
一
九
五
六
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
は
九
本
制
作
さ
れ
た
が
、
そ
の
い
く
つ
か
の
タ
イ
ト
ル

平
化
』
『
武
器
配
給
』
『
交
戦
』
）

は
、
こ
の
紛
争
が
事
実
上
の
戦
争
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
年
に
成

立
し
た
モ
レ
内
閣
の
下
で
徴
兵
が
始
ま
り
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
駐
留
兵
力
が
四
0
万
人
に
ま
で
膨
張
し
て
行
く
状
況
を
反
映
し
た
制
作
実
績

ら、
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化
や
人
目
を
引
く
事
件
の
有
無
に
よ
っ
て
大
ぎ
く
変
動
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

月
末
に
ア
ル
ジ
ェ
で
発
生
し
た
バ
リ
ケ
ー
ド
反
乱
（
ド
ゴ
ー
ル
の
民
族
自
決
権
容
認
政
策
に
反
発
し
た
現
地
右
薦
の
反
乱
）

れ
る
。
こ
の
ア
ル
ジ
ェ
の
反
乱
劇
は
国
民
的
な
関
心
を
集
め
た
が
、

テ
レ
ビ
放
送

タ
イ
ト
ル
通
り
ま
も
な
く
挫
折
し
た
の
で
あ
る
。

b
 

視
聴
覚
情
報
時
代
に
お
い
て
最
も
訴
求
力
の
強
い
メ
デ
ィ
ア
は
テ
レ
ビ
放
送
で
あ
る
。

――
1
0
0
万
台
へ
と
増
加
し
た
。
ま
さ
に
テ
レ
ビ
は
こ
の
戦
争
の
時
代
に
急
速
に
成
長
し
た
ニ
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
も

（
『
暴
動
』
『
事
件
』
『
ア
ル
ジ
ェ
は
平
穏
に
』
）
か
ら
も
読
み
取

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
当
時
の
テ
レ
ビ
放
送
は
ま

だ
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
み
の
白
黒
放
送
で
あ
っ
た
が
、
テ
レ
ビ
受
像
機
の
所
有
台
数
は
一
九
五
八
年
の
八

0
万
台
か
ら
一
九
六
―
一
年
に
は
約

政
治
家
に
よ
る
テ
レ
ビ
の
活
用
は
第
四
共
和
制
期
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
モ
レ
首
相
は
し
ば
し
ば
テ
レ
ビ
放
送
の

イ
ン
タ
ビ
ュ

1
番
組
を
通
じ
て
自
己
の
政
策
を
語
っ
た
。
モ
レ
内
閣
期
に
そ
の
種
の
番
組
は
一

0
回
ほ
ど
放
送
さ
れ
た
が
、
そ
の
初
回
の

一
九
五
六
年
六
月
一
八
日
の
放
送
で
最
も
彼
が
力
説
し
た
の
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
策
で
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
テ
レ
ビ
放
送
の
政
治
的
影

響
力
を
最
も
明
敏
に
理
解
し
、
こ
れ
を
巧
み
に
利
用
し
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
第
五
共
和
制
初
代
大
統
領
の
ド
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
実
際
、

第
五
共
和
制
発
足
の
一
九
五
九
年
一
月
か
ら
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
終
結
ま
で
六
回
行
わ
れ
た
ド
ゴ
ー
ル
の
記
者
会
見
は
す
べ
て
テ
レ
ビ
中

(15) 

継
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
一
年
四
月
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
和
平
交
渉
に
反
発
し
た
現
地
駐
留
仏
軍
最
高
首
脳
四
将
軍
が
本
国
政
府
に
反
逆
を
企
て
た
冨
付

軍
フ
ロ
ン
ド
」
に
際
し
て
、
テ
レ
ビ
は
そ
の
絶
大
な
訴
求
力
を
遣
憾
な
く
発
揮
す
る
。
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
軍
服
姿
で
テ
レ
ビ
・
カ
メ
ラ

た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、

減
し
、

-
|
-
＿
月
の
間
に
制
作
さ
れ
た
三
本
の
タ
イ
ト
ル

一
九
六
0
年
の
制
作
本
数
の
多
さ
が
、
何
よ
り
も

一
九
六
0
年
に
六
本
に
増
え
た
も
の
の
、

一
九
六
一
年
に
は
一
本
に
戻
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
制
作
実
績
は
状
況
の
急
激
な
変

と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
こ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
制
作
は
、

一
九
五
七
年
に
三
本
、

一
九
五
八
年
に
二
本
、

一
九
五
九
年
に
一
本
へ
と
漸

）＼ 

27-3•4-232 (香法2008)



情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

一
九

マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
中
継
放
送
さ
れ
た
親
子
の
対
面
は
、
ま
る
で
本
国

(Charlie R
o
b
e
r
t
)
 
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

(16) 

の
前
に
登
場
し
、
断
固
と
し
て
自
己
の
政
策
を
擁
護
し
、
反
乱
軍
人
を
厳
し
く
非
難
し
な
が
ら
現
地
軍
将
兵
に
規
律
服
従
を
要
求
し
た
。

こ
の
情
景
は
大
統
領
が
軍
人
出
身
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
軍
の
統
帥
権
の
掌
握
者
で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
改
め
て
強
く
印
象
づ
け
、
こ
の

反
乱
を
包
囲
・
粉
砕
す
る
世
論
の
形
成
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
国
民
に
直
接
訴
え
る
ド
ゴ
ー
ル
の
ス

タ
イ
ル
が
こ
こ
で
も
踏
襲
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
テ
レ
ビ
時
代
の
戦
争
の
あ
り
方
を
象
徴
す
る
光
景
で
あ
る
。

さ
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
は
テ
レ
ビ
映
像
と
し
て
家
庭
に
入
っ
て
く
る
最
初
の
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た

か
。
当
時
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
筆
者
は
先
行
研
究
に
全
面
的
に
依
存
す
る
し
か
な
い
が
、
そ
こ
で
必
ず
言
及
さ
れ
る

で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
中
に
ラ
ジ
オ
放
送
「
ア
メ
リ
カ
の
声
」
の

の
が
報
道
番
組
『
第
一
面
五
段
抜
き

(
C
i
n
q
c
o
l
o
n
n
e
s
 a
 la 
U
n
e
)
』

ロ
ン
ド
ン
支
局
長
を
務
め
た
ラ
ザ
レ
フ

ニ
Pierre
Lazareff) 
は
、
戦
後
英
米
の
テ
レ
ビ
放
送
に
接
し
て
こ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
可
能

性
に
魅
か
れ
て
い
た
。
技
術
革
新
に
よ
る
撮
影
機
材
の
軽
量
化
・
高
性
能
化
は
屋
外
か
ら
の
中
継
放
送
を
可
能
に
し
、
ス
タ
ジ
オ
内
で
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
原
稿
を
読
み
上
げ
る
だ
け
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
と
は
異
な
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
番
組
を
生
ん
だ
。
ラ
ザ
レ

(17) 

フ
た
ち
が
制
作
し
た
『
第
一
面
五
段
抜
き
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
九
五
九
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
番
組
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
を
し
ば
し
ば
と
り
上
げ
た
。
毎
回
の
放
送
時
間
は
一
六
分
前
後
と
短
い

(18) 

が
、
そ
れ
ま
で
タ
ブ
ー
扱
い
さ
れ
て
き
た
こ
の
戦
争
を
映
像
に
よ
っ
て
伝
え
た
こ
と
は
や
は
り
画
期
的
で
あ
っ
た
。

日
の
最
初
の
放
送
回
特
集
「
ロ
ベ
ー
ル
伍
長
」
は
、
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
出
身
の
若
者
ロ
ベ
ー
ル

一
九
五
九
年
一
月
九

で
軍
務
に
就
く
日
々
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ベ
ー
ル
と
両
穀
を
結
ぶ
も
の
は
手
紙
し
か
な
い
が
、
番
組
は
郵
便
の
役
割
を
代
行
す
る
。

前
日
に
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
映
像
を
マ
ル
セ
イ
ユ
の
家
族
に
見
せ
る
の
で
あ
る
。
映
像
の
中
で
ロ
ベ
ー
ル
は
両
親
に
挨
拶
を
送
り
、
地
中

海
の
対
岸
で
健
気
に
頑
張
る
愛
息
の
姿
を
見
て
母
親
は
涙
を
拭
う
。

と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
間
で
同
時
中
継
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
つ
つ
、
全
国
の
視
聴
者
を
大
い
に
感
動
さ
せ
た
と
い
う
。
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九
五
九
年
三
月
六
日
放
送
）
や
「
戦
闘
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」

か
と
思
わ
れ
る
出
来
栄
え
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
番
組
が
伝
え
る
ロ
ベ
ー
ル
や
そ
の
仲
間
た
ち
の
日
常
と
は
、
村
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
現
地
の
学
校
で
授
業
を
し
、
住
民
の
世
話
を

し
て
や
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
敵
と
戦
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
戦
争
を
想
起
さ
せ
る
残
酷
な
映
像
は
な
い
。
軽
機
関
銃
の
発
射
音
や

上
空
を
飛
ぶ
飛
行
機
の
姿
は
あ
っ
て
も
、
実
際
の
戦
闘
シ
ー
ン
が
映
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
面
に
横
た
わ
る
死
体
も
な
け
れ
ば
、
燃
え
盛

(19) 

る
民
家
も
な
い
（
そ
う
し
た
戦
争
写
真
は
『
パ
リ
・
マ
ッ
チ

(Paris
M
a
t
c
h
)
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
）
。
茶
の
間
に
飛
び
込
む
映
像
ゆ
え

の
当
然
の
配
慮
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
は
死
も
流
血
も
悲
鳴
も
伝
え
な
い
、
平
和
な
映
像
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ロ
ベ
ー
ル
た
ち
に
は
戦
士

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
和
乎
化
」
作
戦
の
担
当
者
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
敵
を
殺
す
た
め
で
は
な
く
て
、
「
平
和
維

持
活
動
」
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
若
者
た
ち
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
送
り
込
ま
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
そ
の
三
0
数
年
後
の
ロ
ベ
ー
ル
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
当
時
テ
レ
ビ
で
伝
え
ら
れ
た
彼
の
活
動
は
カ
メ
ラ
の
要
求
に
応
じ
て
な
さ
れ

(20) 

で
あ
り
、
「
映
画
の
よ
う
な
も
の
」
だ
っ
た
と
い
う
。
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
取
材
は
軍
の
許

た
「
や
ら
せ
」

可
な
し
に
は
成
立
し
な
い
し
、
取
材
班
の
安
全
確
保
と
軍
の
機
密
保
持
の
両
方
の
必
要
か
ら
、
取
材
の
場
所
・
方
法
・
内
容
に
つ
い
て
は

軍
の
担
当
者
と
の
入
念
な
事
前
打
ち
合
わ
せ
が
不
可
欠
に
な
る
。
完
成
し
た
番
組
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
、
軍
の
制
作
し
た
映
像

番
組
『
第
一
面
五
段
抜
き
』
は
そ
の
後
も
繰
り
返
し
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
と
り
上
げ
た
。
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
国
境
地
帯
」
（
一

（
同
年
一

0
月
―
一
日
放
送
）
な
ど
、
部
隊
の
様
子
を
伝
え
る
映
像
も
あ
る
が
、

や
は
り
そ
れ
は
戦
闘
シ
ー
ン
で
は
な
い
。
戦
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
映
像
が
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

フ
ラ
ン
ス
軍
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
住
民
の
平
和
な
暮
ら
し
を
維
持
し
、
そ
の
向
上
•
発
展
を
助
け
る
た
め
に
駐
留
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
放
送
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
和
平
化
」
政
策
の
正
当
性
を
視
聴
者
に
訴
え
る
機
能
を
果
た
す
。
こ
れ
を
「
フ

ラ
ン
ス
領
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
」
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

=
 

1
0
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

に
な
っ
て
い
た
。

だ
が
一
九
六
0
年
以
降
、
こ
の
番
組
の
内
容
は
微
妙
に
変
調
を
遂
げ
て
い
く
。
ま
ず
同
年
一
月
末
、

策
に
反
発
す
る
ア
ル
ジ
ェ
の
軍
民
右
翼
が
街
頭
反
乱
を
起
こ
し
た
が

パ
系
だ
け
で
な
く
、

二
月
二
日
放
送
）

こ
こ
で
顔
を
隠
し
て
登
場
し
た
が
、
親
仏
的
立
場
に
な
い
と
思
し
き
者
の
言
葉
を
テ
レ
ビ
が
直
接
視
聴
者
に
伝
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

同
日
放
送
の

（表
1
参
照
）
。

カ
ス
バ
地
区
の
ム
ス
リ
ム
市
議
会
議
員
を
も
登
場
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
「
ア
ル
ジ
ェ
は
ど
う
考
え
る
か
」
（
同
年
一

で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
学
生
の
デ
モ
の
様
子
や
ム
ス
リ
ム
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
流
し
て
い
る
。

「
サ
ハ
ラ
の
麦
畑
」
は
、
ド
ゴ
ー
ル
の
腹
心
で
サ
ハ
ラ
地
域
共
同
機
構
総
代
表
の
ギ
シ
ャ
ー
ル

臨
席
す
る
道
路
開
通
式
を
と
り
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ヌ
・
プ
ラ
ン
を
通
じ
た
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
開
発
の
美

化
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
軍
隊
が
前
面
に
出
て
く
る
番
組
作
り
は
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
年
以
降
、
こ
の
番
組
は
ム
ス
リ
ム
民
族
主
義
者
や
リ
ベ
ラ
ル
派
フ
ラ
ン
ス
人
に
も
発
言
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
軍
に
よ
る
治
安
維
持
問
題
と

し
て
と
り
上
げ
て
き
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
を
、

る
よ
う
に
な
っ
た
。
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、
「
フ
ラ
ン
ス
領
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
を
自
明
の
前
提
と
し
な
い
番
組
作
り
に

変
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
る

番
組
制
作
者
の
ラ
ザ
レ
フ
は
紛
れ
も
な
く
ド
ゴ
ー
ル
支
持
者
で
あ
り
、
番
組
は
放
送
前
に
担
当
係
官
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
か

(21) 
ら
、
政
府
の
方
針
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
内
容
で
は
あ
り
え
ず
、
こ
の
制
作
方
針
の
変
化
も
ド
ゴ
ー
ル
の
民
族
自
決
権
容
認
政
策
に
沿
う

も
の
だ
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
は
も
は
や
少
な
く
と
も
「
フ
ラ
ン
ス
領
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
と
は
簡
単
に
呼
べ
な
い
番
組

は
頓
挫
し
た
。
番
組
は

「
ア
ル
ジ
ェ
事
件
回
顧
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
、

（
一
九
六
0
年
一
一
月
五
日
放
送
）

一
九
六

(Olivier G
u
i
c
h
a
r
d
)

が

で
こ
の
騒
動
を
振
り
返
る
が
、
そ
こ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

ド
ゴ
ー
ル
の
民
族
自
決
権
容
認
政

（
バ
リ
ケ
ー
ド
反
乱
）
、
ド
ゴ
ー
ル
の
決
然
た
る
拒
否
を
前
に
反
乱

ム
ス
リ
ム
学
生
は

ム
ス
リ
ム
の
如
何
を
問
わ
ず
、
多
様
な
立
場
の
市
民
の
声
で
語
ら
せ
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表 1 フランス放送協会制作テレビ番組『第一面五段抜き』 (1959-1962年）

特集テーマ（放送日） 番組概 要

「ロベール伍長」 アルジェリア駐留軍の下士官の日常生活。南仏の家族

(1959/1/9) へのインタビュー。

「アルジェリア・チュニジア
電流鉄線による警戒。浅瀬での渡河。 Soukief港、

国境地帯」(1959/3/6)
Negrineオアシス、 Bordjel Meriz村、伝書鳩の風景。
Dulac将軍へのインタビュー。

「戦闘のアルジェリア」 Artois司令部での部隊行軍。病院の負傷兵。 Bigeard
(1959/10/2) 大佐の戦線区域。

「アルジェ事件回顧」 バリケード反乱の総括。 Lagaillardeー派の降伏。カス
(1960/2/5) バ区域の市議BenSalemへのインタビュー。

「地中海での警戒」
アルジェリア沿岸の海上監視。

(1960/5/6) 

「アルジェはどう考える」 アルジェ大学生。リベラル派学生のデモ。元兵士やム
(1960/12/2) スリム学生へのインタビュー。

「サハラの麦畑J Olivier Guichardによる道路の開通式。村の住人たち
(1960/12/2) や道路建設技師へのインタビュー。

「内陸部はどう考えるか」 旧メッサリ派女性、平和を願うムスリム医師へのイン

(1961/1/6) タビュー。

「カビリアの特派員から」
Fonde大佐とその連隊兵士たちへのインタビュー。

(1961/5/5) 

「全世界が我々を見ていた」 アルジェリア戦争について世界の様々な人々へのイン
(1961/5/5) タビュー。

「北アフリカのフランス人」 チュニジア生まれでコルシカに移住したフランス人た
(1961/6/2) ちへのインタビュー。

「戦争から 7年のアルジェ 7年間の戦争の回顧。アルジェのムスリム、ヨーロッ
リア」(1961/10/6) パ系（極右・リベラル）へのインタビュー。

「戦争の終結」 アルジェリア・チュニジア国境地帯での仏軍中尉、
(1962/4/6) SAS下士官、 FLN活動家へのインタビュー。

「アルジェリア 大量脱出」
海路・空路でアルジェリアから本国に引き揚げてきた

(1962/6/1) 
フランス人たち。パリの収容センターでの生活。引揚
者家族へのインタビュー。

典拠： CinemAction: Revue de cinema et de television, no. 85, 1997, pp. 239-240より筆
者作成。
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情
報
政
策
は
自
己
正
当
化
の
主
張
や
敵
対
陣
営
の
非
難
・
中
傷
ば
か
り
で
は
な
く
、
政
治
的
に
好
ま
し
く
な
い
情
報
の
抑
圧
・
無
化
と

い
う
機
能
を
も
併
せ
も
つ
。
関
係
当
局
に
と
っ
て
不
都
合
な
事
実
を
隠
蔽
し
た
り
、
そ
の
発
覚
を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
で
、
起
こ
り
う
べ
き

政
府
非
難
を
回
避
・
緩
和
し
、
政
治
状
況
を
操
作
す
る
こ
と
が
そ
の
狙
い
で
あ
る
。
戦
争
に
お
い
て
は
こ
の
種
の
情
報
統
制
は
不
可
欠
と

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
非
常
事
態
が
宣
言
さ
れ
た
場
合
、
内
務
相
、
総
督
、
知
事
が
新
聞
、
出

ラ
ジ
オ
放
送
、
映
画
上
映
、
演
劇
上
涼
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と
り
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
一

九
五
六
年
三
月
の
特
別
権
限
法
で
も
、
同
種
の
情
報
統
制
を
認
め
て
い
る
。
だ
が
実
際
の
検
閲
、
禁
止
、
差
押
え
は
、
そ
の
執
行
に
関
す

る
明
確
な
規
則
が
な
い
ま
ま
行
わ
れ
た
。
ま
た
個
々
の
情
報
統
制
拮
置
の
発
動
に
際
し
て
は
、
そ
の
理
由
が
明
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
は
現
地
取
材
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
特
別
権
限
法
以
後
、

の
で
、
当
局
の
意
図
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

版、
一
九
五
五
年
四
月
三
日
の
非
常
事
態
法
は
、

な
る
。

情
報
の
統
制

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
ヘ
の
渡
航
は
一
層
困
難
に
な
っ

二
四
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

た
。
取
材
渡
航
に
は
現
地
当
局
の
滞
在
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
当
局
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
は
許
可
は
出
な
い
。

ま
た
滞
在
を
許
可
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
、
戦
地
へ
の
取
材
に
際
し
て
は
軍
の
報
道
官
の
同
伴
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
撮
影
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
取
材
活
動
は
大
き
く
制
限
さ
れ
る
。
ま
た
現
地
特
派
員
が
「
反
乱
へ
の
共
謀
」
の
容
疑
で
、
現
地
の
警
察
・
検
察

に
よ
り
「
家
宅
捜
索
」
を
受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
軍
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
報
道
を
監
視
す
る
一
方
で
、
軍
映
画
写
真
部

で
は
、

新
聞
・
雑
誌

(saisie) 

で
あ
る
。

二
五

一
九
五
八
年
五
月
の
危
機
を
除
い
て
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
情

(
E
t
a
b
l
i
s
s
e
m
e
n
t
 c
i
n
e
m
a
t
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 et p
h
o
t
o
g
r
a
p
h
i
q
u
e
 d
e
s
 a
r
m
e
e
s
)

を
通
じ
て
メ
デ
ィ
ア
に
映
像
・
写
真
を
提
供
す
る
便
宜
を
図
っ

(
1
)
 
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
現
状
を
伝
え
る
報
道
は
根
底
的
に
当
局
の
承
認
・
協
力
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
め
ぐ
る
報
道
や
表
現
に
対
す
る
情
報
統
制
の
実
態
を
、
メ
デ
ィ
ア
ご
と
に
見
て
み
よ
う
。

新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
紙
媒
体
は
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
達
す
る
最
も
古
典
的
・
一
般
的
な
伝
達
手
段
で
あ
る
。
通
常
政
府
の
支
配
下
に

な
い
こ
れ
ら
の
自
由
な
メ
デ
ィ
ア
こ
そ
が
、
非
常
時
に
お
い
て
は
統
制
の
最
大
の
標
的
に
な
る
。

六
二
年
）

に
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
は
新
聞
の
発
行
前
の
検
閲
は
、

報
統
制
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
、
発
行
後
の
差
押
え

新
聞
社
は
刷
り
上
が
っ
た
新
聞
一
部
を
内
務
省
、
警
察
、
国
防
省
の
担
当
官
に
提
出
し
、
問
題
あ
り
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
内
務
相

が
パ
リ
警
視
総
監
な
い
し
当
該
地
域
県
知
事
に
差
押
え
を
命
じ
る
。
こ
う
し
て
新
聞
は
印
測
所
の
出
口
や
地
方
の
販
売
委
託
所
で
差
押
え

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
の
や
り
方
で
あ
る
。

そ
の
結
果
軍
の

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
期
(
-
九
五
四
ー

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
特
別
権
限
法
に
基
づ
き
、
政
府
な
い
し
総
督
が
一

切
の
出
版
物
を
規
制
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
行
使
す
る
が
、
総
督
は
こ
の
権
限
を
県
知
事
に
、
県
知
事
は
軍
当
局
に
委
任
し
た
。

「
心
理
活
動
」
部
門
が
新
聞
の
検
閲
．
差
押
え
を
行
っ
た
。
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る
。
差
押
え
の
最
も
多
か
っ
た
一
九
六
0
年
を
見
る
と
、
中
道
・
右
翼

ぎ
ず
、
本
国
で
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
中
道
・
右
翼
系
紙
へ
の
差
押
え

ン (
L
'
H
u
m
a
n
i
t
e
)
』
と
現
地
の
系
列
紙
『
ア
ル
ジ
ェ

レ
ピ
ュ
ブ
リ
カ

聞
・
雑
誌
の
差
押
え
は
、
本
国
で
一
一
六
九
件
、

ニ
八
件
に
上
る

（表
2
参
照
）
。
本
国
で
は
差
押
え
の
標
的
と
な
っ
た

ほ
と
ん
ど
左
翼
・
極
左
系
紙
で
あ
り
、
全
期
間
で
は
全
体
の
七

四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
憲
法
改
正
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
前
の
一
九
五

紙
の
差
押
え
は
な
い
に
等
し
い
。
差
押
え
の
政
治
的
バ
イ
ア
ス
は
明
瞭

他
方
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、

共
産
党
機
関
紙
『
リ
ュ

マ
ニ
テ

(
A
l
g
e
r
 republicain)
』
は
、
非
常
事
態
法
に
よ
り
戦
争
終
結
ま
で

禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
地
で
は
差
押
え
は
主
と
し
て
左
翼
・
極
左
系
紙
に

対
し
て
執
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
割
合
は
全
体
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
す

も
相
当
に
行
わ
れ
て
お
り
、
政
治
的
バ
イ
ア
ス
は
む
し
ろ
弱
ま
っ
て
い

で
あ
る
。

誌
は
五
回
の
差
押
え
を
受
け
た
。

(
L
e
 C
a
n
a
r
d
 e
n
c
h
a
f
n
e
)
』
紙
は
七
回
、

『
レ
ク
ス
プ
レ
ス

(
L
'
E
x
p
r
e
s
s
)
』

一
九
五
九
年
ま
で
は
右
翼
・
極
右
系

八
年
七
ー
九
月
の
間
だ
け
で
、
左
翼
系
の

『
カ
ナ
ー
ル
・
ア
ン
シ
ェ
ネ

の
は
、

(
3
)
 

ハ
リ
ソ
ン
の
先
駆
的
研
究
に
よ
れ
ば
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
四

こ
の
戦
争
中
に
行
わ
れ
た
新

表2 アルジェリア戦争期の新聞・雑誌の差し押さえ件数 (1955-1962年）

年
政 ぷ｛口ム 的 傾 向

計
極左 左麗 中道 右翼 極右 不明

1955 4 (11) 3 (4) -(2) -(-) 1 (-) 1 9 (17) 

1956 12 (1) 5(15) -(1) -(1) -(-) 17(18) 

1957 22 (2) 12 (47) -(10) -(1) -(3) 34(63) 

1958 13 (5) 15 (46) -(18) 2 (2) -(6) 30(77) 

1959 3(-) 8(6) -(-) -(-) 7(7) 18(13) 

1960 22(-) 20(34) -(22) 2(28) 22(4) 66(88) 

1961 26(-) 21 (14) -(9) 2 (31) 10(13) 1 60(67) 

1962 9(61) 5(2) 1 (4) 11 (18) 8(-) 1 35(85) 

計 111 (80) 89(168) 1(66) 17 (81) 48(33) 3 (33) 269(428) 

注：（ ）の外がフランス本国、（ ）内がアルジェリアでの件数。アルジェリアに
ついては 1962年の数値は 1-6月分であり、ここでは省いた年数不明の差し
押さえが158件あり、それを加えると総計586件となる。

典拠： Martin Harrison, "Government and Press in France during the Algerian War", The 
American Political Science Review, vol. 58, no. 2, 1964, p. 277, tables 1 & 2より
作成。
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

は
ヽ

二
七

一
般
に
軍
の
活
動
へ
の
批
判
、
軍
へ

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
差
押
え
も
や

月
か
ら
一
九
五
八
年
三
月
の
間
に
六
九
回
、
『
ル
・
モ
ン
ド

(
L
e
M
o
n
d
e
)
」
紙
は
一
九
五
八
年
だ
け
で
三
七
回
差
押
え
ら
れ
た
。

ス
テ

(
C
l
a
u
d
e
 B
o
u
r
d
e
t
)

ら
『
レ
ク
ス
プ
レ
ス
』
誌
や
『
フ
ラ
ン
ス
・
(
4
)
 

(
F
r
a
n
c
e
 O
b
s
e
r
v
a
t
e
u
r
)
』
誌
の
記
者
た
ち
は
、
「
軍
の
モ
ラ
ル
を
傷
つ
け
る
」
報
道
の
ゆ
え
に
訴
追
さ
れ
た
。

現
地
入
植
者
の
発
刊
す
る
右
麗
紙
（
『
レ
コ
・
ダ
ル
ジ
ェ

(
L
'
E
c
h
o
d
'
A
l
g
e
r
)
』
『
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
ダ
ル
ジ
ェ

(
J
o
u
r
n
a
l
d
'
A
l
g
e
r
)
 J

等）

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
死
守
派
た
ち
の
反
乱
(
-
九
六
0
年
一
月
の
バ
リ
ケ
ー
ド
反
乱
と
一
九
六
一
年
四
月
の

持
す
る
論
陣
を
張
っ
た
た
め
に
、
当
局
か
ら
制
裁
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
当
局
の
許
容
範
囲
を
超
え
た
報
道
が
、

左
側
だ
け
で
な
く
右
側
に
も
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
左
右
の
区
別
を
超
え
た
広
範
囲
の
差
押
え
が
行
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

差
押
え
は
一
九
五
九
年
に
は
本
国
で
も
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
も
一
時
的
に
減
少
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
に
は
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
急
増
し

て
い
る
。
こ
れ
は
前
記
の
一
九
六
O

I
六
一
年
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
死
守
派
た
ち
の
反
乱
と
い
う
国
内
治
安
危
機
へ
の
対
処
の
結
果
だ
と
考

え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
情
報
統
制
措
置
を
発
動
し
や
す
い
政
治
体
制
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
四
共
和
制
下
の
一
九
五
四
年
一

一
月
か
ら
一
九
五
八
年
五
月
ま
で
の
期
間
に
、
本
国
で
の
差
押
え
が
六
0
件
（
年
平
均
一
三
件
）
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ド
ゴ
ー
ル
体
制

下
の
一
九
五
八
年
六
月
か
ら
一
九
六
二
年
六
月
の
期
間
に
は
一
七
九
件
（
四
四
件
）

は
り
各
期
間
で
一
三
一
二
件
（
三
二
件
）
か
ら
三
一
三
件
（
六
九
件
）

へ
と
倍
増
す
る
。
差
押
え
の
頻
度
は
政
治
体
制
の
転
換
に
鮮
や
か
に

反
応
し
て
お
り
、
強
大
な
執
行
権
を
大
統
領
に
与
え
た
第
五
共
和
制
の
情
報
統
制
機
能
は
際
立
っ
て
い
る
。

差
押
え
が
行
わ
れ
て
も
、
当
局
は
ど
の
記
事
が
そ
の
制
裁
の
原
因
で
あ
る
か
を
発
表
し
な
い
が
、

の
不
服
従
の
呼
び
か
け
、
敵
陣
営
の
宣
伝
な
ど
を
含
む
報
道
が
最
も
忌
避
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
に
よ
れ
ば
、
制
裁
原
因

オ
プ
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ゥ
ー
ル

フ
ァ
ン

(
R
o
g
e
r
 S
t
e
p
h
a
n
e
)
、
バ
ラ

(
R
o
b
e
r
t
 Barrat)
、
ブ
ー
ル
デ

こ
の
地
で
は
左
派
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の

『
テ
モ
ワ
ニ
ャ
ー
ジ
ュ
・
ク
レ
テ
ィ
ア
ン

系
紙
へ
の
差
押
え
は
全
休
の
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
。

に
跳
ね
上
が
る
。

「
将
軍
フ
ロ
ン
ド
」
）
を
支

(
T
さ
w
i
g
n
a
g
e
chretien)
」
紙
は
一
九
五
四
年
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(3) 

プ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送

わ
か
る
。

た
こ
の
書
は
、

（
そ
の
間
に
約
六
万
部
が
売
れ
た
）
、
多
く
の

に
差
押
え
が
執
行
さ
れ
た
書
籍
は
一
二
五
点
に
上
る
が
、
そ
の
三
分
の
二
は
左
翼
系
の
ミ
ニ
ュ
イ

(Minuit)

社
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
マ
ス
プ

(6) 

(Franc;ois M
a
s
p
e
r
o
)

社
の
も
の
で
あ
っ
た
。
差
押
え
の
政
治
的
バ
イ
ア
ス
は
こ
こ
で
も
ま
た
明
瞭
で
あ
る
。
ア
ン
リ
・
ア
レ
ッ
グ

の
『
尋
問
』
は
そ
の
最
も
有
名
な
事
例
で
あ
ろ
う
。
『
ア
ル
ジ
ェ
・
リ
ピ
ュ
ブ
リ
カ
ン
』
紙
の
編
集
者
が
自
分
の
壮
絶
な
拷
間
体
験
を
綴
っ

一
九
五
八
年
―
一
月
に
ミ
ニ
ュ
イ
社
か
ら
出
て
、
翌
月
に
差
止
め
ら
れ
た
が

(
7
)
 

欧
米
諸
国
で
は
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
に
な
り
、
す
ぐ
に
日
本
語
訳
も
出
た
。
差
押
え
対
象
の
大
半
は
拷
問
、
簡
易
処
刑
、
虐
待
な
ど
の
フ
ラ

ン
ス
軍
の
非
人
道
的
行
為
を
テ
ー
マ
と
し
た
出
版
物
で
あ
り
、
こ
れ
が
当
局
に
と
っ
て
最
も
伝
達
さ
せ
た
く
な
い
情
報
で
あ
っ
た
こ
と
が

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
は
国
家
的
管
理
下
に
あ
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
か
ら
、
放
送
内
容
が
政
府
に
好
意
的
に
な
る
よ
う
に
、
管
轄
大
臣

ロ
2
 

＼
 一
九
五
八
ー
六
―
一
年
の
間
、

出
版
物

を
特
定
し
え
た
一
九
五
八
年
の
差
押
え
九
三
例
の
う
ち
、
そ
の
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
軍
に
関
す
る
情
報
、
三
0
パ
ー
セ
ン
ト
が
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
な
い
し
「
公
安
委
員
会
」
（
現
地
右
翼
の
組
織
）
に
関
す
る
情
報
、
二

0
パ
ー
セ
ン
ト
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
側

(
5
)
 

一
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
全
に
政
治
的
な
情
報
を
含
む
報
道
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
同
じ
ニ
ュ
ー
ス
を
報
道
し

の
情
報
、

て
も
、
報
じ
た
メ
デ
ィ
ア
の
立
場
や
重
要
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
報
道
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
制
裁
発
動
の
有
無
が
分
か
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
差
押
え
は
決
し
て
首
尾
一
貰
し
た
原
則
に
基
づ
い
て
厳
密
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
を
テ
ー
マ
と
し
た
出
版
物
の
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
検
閲
の
対
象
と
な
っ
た
。
同
期
間

二
八
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

か
ら
フ
ラ
ン
ス
放
送
協
会
R
T
F
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
は
至
極
容
易
で
あ
り
、

一
九
五
九
年
二
月
四
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
公
共
放
送
は

R
T
F
の
独
占
事
業
と
さ
れ
た
。

二
九

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
報
道
を
め
ぐ
っ
て
も
、
そ
う
し

R
T
F
は
独
自
の
予
算
を
も
つ
が
、
情
報

大
臣
の
権
威
の
下
に
置
か
れ
、
そ
の
会
長
は
閣
議
で
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
か
ら
の
自
立
性
は
一
層
乏
し
く
な
っ
た
。
ド
ブ
レ

(
L
o
u
i
s
 Terrenoire)

情
報
相
に
、
「
ド
ゴ
ー
ル
将
軍
の
政
策
に
関
す
る
情
報
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
努

カ
」
を

R
T
F
に
求
め
る
よ
う
指
示
し
て
き
た
し
、
「
将
軍
フ
ロ
ン
ド
」
の
際
に
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
へ
の
国
家
監
督
が
不
十
分
だ
と
怒
り
、

(
8
)
 

放
送
内
容
が
「
冷
静
か
つ
国
民
的
か
つ
ド
ゴ
ー
ル
主
義
的
」
に
な
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
れ
は
ア
ル
ジ
ェ
・
ラ
ジ
オ
が
現
地
極
右
勢
力
に

(
9
)
 

の
っ
と
ら
れ
、
軍
人
反
乱
支
持
の
放
送
を
し
た
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
ろ
う
。

テ
レ
ビ
放
送
で
は
、
『
第
一
面
五
段
抜
ぎ
』
や
そ
の
他
の
報
道
番
組
が
制
作
し
た
い
く
つ
か
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
関
連
ニ
ュ
ー
ス
は
放
送

さ
れ
な
か
っ
た
。
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
コ
ル
シ
カ
資
料
」
(
-
九
五
八
年
七
月
）
、
「
国
連
で
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
」
(
-
九
五
九
年
一
月
）
、

（
一
九
五
八
年
一
月
三
日
放
送
）

（
一
九
六
0
年
五
月
）
、
「
一
九
六
0
年
一
月
二
七
日
の
デ
モ
」
な
ど
が
そ
の
一
部
で
あ

る
。
政
治
的
介
入
な
い
し
そ
れ
を
予
期
し
た
自
己
検
閲
の
結
果
だ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
論
説
番
組
『
生
命
の
流
れ

で
は
、
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
操
作
を
こ
う
批
判
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
は

こ
の
番
組
の
打
ち
切
り
を
決
め
た
と
い
う
。

「
我
々
は
さ
ん
ざ
ん
蝙
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
政
治
家
も
新
聞
も
ラ
ジ
オ
も
実
に
頻
繁
に
わ
が
国
民
を
蝙
し
て
き
ま
し
た
。
（
中
略
）

ビ
は
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
地
下
鉄
の
入
り
口
で
眠
る
浮
浪
者
を
映
せ
な
か
っ
た
し
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ど
こ
か
奥
地
で
銃
の
引
き
金
に

(10) 

指
を
掛
け
な
が
ら
暗
闇
を
警
戒
監
視
し
て
い
る
―

1
0
歳
の
若
者
を
映
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

テ
レ
ビ
は
最
も
影
響
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
家
に
よ
っ
て
最
も
強
力
か
つ
容
易
に
統
制
さ
れ

vie)
』

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
デ
モ
」

首
相
は
し
ば
し
ば
テ
ル
ノ
ワ
ー
ル

た
圧
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

丁レ

(Fil d
e
 la 
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た
キ
ュ
ジ

(Chris M
a
r
k
e
r
)

監
督
の

(Cecile d
e
 Cujis)

監
督
の

一
九
五
八
年
―
一
月
の
サ
キ
エ
ト
事
件
（
仏
空
軍

機
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
小
村
サ
キ
エ
ト
を

F
L
N
の
ア
ジ
ト
だ
と
み
な
し
て
越
境
爆
撃
を
行
い
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
事
件
）
を
と
り

上
げ
た
ク
レ
マ
ン

ー
し
た
マ
ー
カ
ー

フ
ラ
ン
ス
軍
に
追
わ
れ
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
領
土
内
に
流
入
し
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
難
民
を
追
っ

（
一
九
五
七
年
）
、

(Pierre C
l
e
m
e
n
t
)

監
督
の
『
サ
キ
エ
ト
・
シ
デ
ィ
・
ユ
ー
セ
フ

処
刑
の
記
憶
に
苦
し
み
、
正
常
な
市
民
生
活
に
戻
れ
な
い
帰
還
兵
士
に
焦
点
を
当
て
た
シ
ャ
ロ
ン

(
G
u
y
C
h
a
l
o
n
)
監
督
の
『
5
8
|

2

¥

B
』

（
一
九
五
八
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

1

般
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
の
反
戦
活
動
の
担
い
手
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

『
素
敵
な
五
月

(
L
e
Joli M
a
i
)
』

『
避
難
民

(
L
e
s
R
e
f
u
g
i
e
s
)
』

(
Sミ
kiet
Sidi 
Y
o
u
c
e
j
)
』

（
一
九
五
八
年
）
、
拷
問
・

や
、
二

0

0
名
の
死
者
を
出
し
た
一
九
六
一
年
一

0
月

六
八
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

（
一
九
五
七
年
）

は、

A
L
N
(
F
L
N
の
軍
事
部
門
）

の
部
隊
に
密
着
し
た
初
の
記
録
映
画
で
あ
る
が
、

一
般
公
開
さ
れ
た
の
は
一
九

④

映

映
画
の
検
閲
は
一
―

0
世
紀
初
頭
か
ら
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
は
一
九
四
五
年
七
月
三
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
根
拠
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
。
商
業
的
・
非
商
業
的
の
如
何
を
間
わ
ず
、
一
切
の
映
画
は
公
開
に
先
立
っ
て
、
映
画
界
代
表
と
所
轄
官
僚
か
ら
成
る
小
委
員
会
に
よ
っ

表
現
で
あ
る
が
、
政
治
的
な
表
現
が
問
題
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

て
検
閲
を
受
け
る
。
間
題
が
な
け
れ
ば
公
開
許
可
が
出
る
が
、
問
題
あ
り
と
さ
れ
れ
ば
、
公
開
禁
止
、
公
開
延
期
、
輸
出
禁
止
、
削
除
・

(11) 

修
正
な
ど
の
制
裁
が
課
さ
れ
る
。
多
く
の
場
合
、
検
閲
で
ひ
っ
か
か
る
の
は
暴
力
や
性
の
描
写
な
ど
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
判
断
さ
れ
る

(12) 

で
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
期
の
映
画
検
閲
を
見
よ
う
。

一
九
五
七
ー
五
八
年
に
は
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
数
本
の
短
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
撮
影
さ
れ
な
が
ら
、
上
映
を

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
員
ヴ
ォ
テ
ィ
エ

(
R
e
n
e
Vautier)
監
督
の
『
燃
え
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
(Algerie
e
n
 f
i
a
m
m
e
s
)
」

画

る
運
命
に
あ
っ
た
。

三
〇
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

ボ
ー
ル
ド
リ

(
B
e
r
n
a
r
d
B
o
r
d
e
r
i
e
)

監
督
の

や、

一
方
は
人
殺
し
の
お
尋
ね
者
、
他
方
は

が
ヽ

(
J
a
c
q
u
e
s
 Panijel)

監
督
の

ず
れ
も
一
九
六
二
年
に
撮
影
さ
れ
た
長
編
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
だ
が
、
各
々
一
九
六
三
年
、

た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
密
か
に
上
映
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
当
然
な
が
ら
そ
の
観
客
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
衆
的
影
響
を
も

(13) 

ち
え
な
か
っ
た
。

一
九
六
0
年
に
制
作
さ
れ
た
映
画
の
う
ち
、

(14) 

置
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
制
裁
措
置
の
理
由
は
多
様
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
公
開
禁
止
に
な
っ
た
作
品
の
ひ
と
つ
に
、
ゴ
ダ
ー
ル
(
J
e
a
n
,
 
L
u
c
 

G
o
d
a
r
d
)

監
督
の

1
0
本
が
公
開
禁
止
、
四
九
本
が
公
開
延
期
、
三
一
本
が
特
定
シ
ー
ン
の
削
除
と
い
う
措

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
初
の
長
編
劇
映
画
で
あ
る
。
脱
走
兵
の
主
人
公
ブ
リ
ュ
ノ
は
ス
イ
ス
で
働
く
通
信
員
だ

ロ
シ
ア
娘
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
と
知
り
合
い
恋
に
落
ち
る
。
右
翼
過
激
派
組
織
と
も
つ
な
が
り
を
も
つ
ブ
リ
ュ
ノ
は
、
組
織
の
命
令
で
や
む

な
く
敵
陣
営
の
活
動
家
の
暗
殺
を
請
け
負
う
が
、
失
敗
し
て
敵
方
に
捕
ま
り
拷
間
さ
れ
る
。
よ
う
や
く
脱
出
す
る
も
、
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
が
敵

陣
営
の
一
員
だ
と
知
る
。
ブ
リ
ュ
ノ
は
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
を
連
れ
て
の
固
外
逃
避
行
を
彼
の
組
織
に
約
束
さ
せ
た
上
、
再
度
の
暗
殺
任
務
に
赴

き
成
功
す
る
が
、
そ
の
間
に
今
度
は
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
が
彼
の
仲
間
た
ち
に
捕
ま
り
、
拷
問
の
末
に
死
ぬ
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

ブ
リ
ュ
ノ
を
支
配
す
る
の
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
死
守
派
極
右
の
秘
密
軍
事
組
織

0
A
S
で
あ
り
、
そ
の
敵
方
が

F
L
N
だ
と
い
う
の
は
誰

の
目
に
も
明
瞭
で
あ
る
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
拷
問
の
実
施
は
当
時
す
で
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、

と
り
上
げ
た
こ
と
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
は
こ
の
戦
争
に
負
け
る
わ
」
と
い
う
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
の
セ
リ
フ
と
と
も
に
、
当
局
を
刺
激
せ
ず
に
は

お
か
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
幾
多
の
シ
ー
ン
・
カ
ッ
ト
の
上
、

よ
う
や
く
戦
争
終
結
後
の
一
九
六
三
年
に
公
開
さ
れ
た
。

他
方
、
同
じ
く
仏
軍
兵
士
の
そ
の
後
を
主
題
と
す
る
劇
映
画
で
あ
り
な
が
ら
、
冒
険
家
に
な
っ
て
サ
ハ
ラ
の
油
井
を
見
張
る
男
を
描
く

『

X
伍
長

(
S
e
r
g
e
n
t
X
)』

（
一
九
五
九
年
）

ゴ
ダ
ー
ル
が
こ
の
戦
争
の
暗
部
を

品
は
、

『
小
さ
な
兵
士

(
L
e
Petit S
o
l
d
a
t
)
』

（
一
九
六
0
年
）
が
あ
る
。

ヌ
ー
ベ
ル
・
バ
ー
グ
の
旗
手
が
手
が
け
た
こ
の
作

一
九
六
八
年
ま
で
公
開
を
延
期
さ
れ

一
七
日
の
和
平
デ
モ
弾
圧
の
実
態
を
暴
い
た
パ
ニ
ジ
ェ
ル

『
パ
リ
の
十
月

(
O
c
t
o
b
r
e
a
 Pa
r
i
s
)
』

は
ヽ

し‘
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11 
I
 I
 1
 

悼
迦
1冨
詳
ご
旦
,
¢
!
,
0
心

11-<(GI~
挙
忍
G
m
R
G
認
三
知
主
>
~
年
叶
~
,
'
\
(
J
a
c
q
u
e
s
 D
u
p
o
n
t
)
盛
認
IIII(;

『
冥
菩
心
~
(
L
e
s
Distractions)

』

(I 
-K
長
0
母）

二
心゚

忍
勾
豆
'
巨
劉
{:::ft"-/..Y
宦
約
菜
い
こ
心
゜

艇
巨
S
濫
芙
坦
'
'
(
~
ド
ペ
豆
写
ぎ
国
や
委
苔
蓋
や
妥
心
゜

心
心
峡
認
如
翠
毯
⇒
心
...,;μE;;
E;;,, 

<-4
痣
ゆ
菜
⇔
会
ぐ
文
C
や
母
心
゜

淀
郷
拉

~1!'-,,'\
K
旦
サ
心
キ
く
)
)
'
,1-¥ 
弓
迄
廼
S
深
遮
C
玉
可
迂
如
室
1恰
⇒
い

1~1-R~(
母
式
堂
C
挙
$
,
C
誤
択
・
宝
茫
ざ
竺
'

罰
宜
旦
心

0\---'~
葉
心
認
窓
竺
孟
士
約
菜
心
゜

沓
画
辻
條
心
年
旦
宰

リ
S
挙
珊
如
羊
写
茎
旦
租
こ
心
辻
口
目
豆
挙
曲
廿
旦
I
峯

(800Z 1f{g-) 9寸N|寸ふー担

(,....,) 

(
N
)
 

（
叫

D
'
A
l
m
e
i
d
a
 &
 Delporte, 

op. cit., 
pp. 
167-168. 

Christophe Barthelemy, 
"Les saisies 

de j
o
u
m
a
u
x
 en 1958", 

in 
Gerveneau et 

als. 
(dir.), 
op. 
cit., 
p. 
122. 

~
\.t_

'M
artin

 Harrison, 
"
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 and Press in 

France during the Algerian War", 
The A
m
e
r
i
c
a
n
 Political Science Review, 

vol. 
58, 
no. 

2, 
1964. 

("1') 

(LD) 

(<.D) 

(t--) 

(00) 

(
m
)
 

（三）

（二）

(S::1) 

D
'
A
l
m
e
i
d
a
 &
 Delporte, 

op. 
cit., 
pp. 
168-169. 

Barthelemy, 
op. 
cit., 
p. 
125. 

Stora, 
L
a
 gangrene et 

l'oubli, 
op. 
cit, 
p. 
27. 

Henri Alleg, 
L
a
 Question, 

(Paris: 
Ed. Minuit, 

1958). I'---,~::::"· 
ド
△
幻
い
『
酌
巨
』
幽
＜
＜
口
三
回
活
戸

D
'
A
l
m
e
i
d
a
 &
 Delporte, 

op. 
cit., 
pp. 
183-185. 

Bookmiller, 
op. 
cit., 
p. 
206. 

芯
ヤ
玉
攣
l愈
'
I
兵
ば
く
母゚

Bourdon, 
op. 
cit., 
pp. 243-244. 

T
h
o
m
a
s
 Lenoir, 
"Censure: 

!es 
mercredis noirs", 

L'Express, 
2
2
 septembre 1960. 

（四）

式
戸
Stora,
Jmaginaires 

de 
guerre, 
op. 
cit, 
chaps. 5
 et 7
 ;
 Dine, 
op. cit., 
pp. 2
2
0
-
2
2
1
;
 
Pierre 
Guibbert, 

"
L
a
 
guerre 
d'Algerie 

sur 
Jes 

ecrans franc;ais", 
in 
Gerveneau et 

als., 
(dir.) 
op. 
cit.; 
Catherine Gaston-Mathe, 

"
L
e
 regne de la 

censure", 
CinemAction: 

Revue de cinema et 

de television, 
no. 85, 
1997. 

ぬ
心
旦
匡
□炉
恕
咲
Q
Stora, 
"Filmographie franc;aise図

鴻
国

Pascal Ory, 
"
 L'Algerie fait 

ecran", 
in 
Rioux 
(dir.), 
op. cit., 
pp. 576-577. 



情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

っ

）

0t
 以

上
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
情
報
政
策
は
ど
の
よ
う
な
結
果
を
生
ん
だ
だ
ろ
う
か
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
維
持
す
る
た
め
の
戦
争
を
正
当

化
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
情
報
統
制
に
は
果
た
し
て
効
果
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
よ
り
回
答
の
容
易
な
情
報
統
制
の
結
果
か
ら
答
え
る

田
情
報
統
制
の
限
界

す
で
に
情
報
統
制
の
手
段
と
し
て
、
新
聞
・
出
版
物
へ
の
差
押
え
の
発
動
実
態
を
確
認
し
た
が
、
新
聞
の
差
押
え
に
ど
の
程
度
言
論
を

(
1
)
 

統
制
す
る
効
呆
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ハ
リ
ソ
ン
が
疑
問
を
さ
し
は
さ
ん
で
い
る
。
差
押
え
に
よ
っ
て
一
時
的
に
報
道
を
封
じ
て
も
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
情
報
を
隠
蔽
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
か
え
っ
て
そ
こ
に
当
局
に
不
都
合
な
情
報
が
あ
る
こ
と
を
広
告
す
る
効
果

を
生
む
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
差
押
え
は
決
し
て
首
尾
一
貰
し
て
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
常
に
報
道
の
抑
止
を
目
的
と
し

た
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
当
局
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の

『
ル
・
モ
ン
ド
』
『
テ
モ
ワ
ニ
ャ
ー
ジ
ュ
・
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
』
『
カ
ナ
ー
ル
・
ア
ン
シ
ェ
ネ
』
な
ど
の
批
判
的
新
聞
は
こ
の
戦
争
中
も
健

在
で
あ
っ
た
。
差
押
え
に
よ
り
廃
刊
し
た
新
聞
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
二
紙
だ
け
で
あ
る
。
差
押
え
は
確
か
に
新
聞
社
に
経
済
的
損
失
（
当

こ
と
に
し
よ
う
。

(14) 

四

S
t
o
r
a
 `
 
I
m
a
g
i
n
a
i
r
e
s
 d
e
 g
u
e
r
r
e
,
 
op. 
cit., 
p. 
1
2
0
.
 

情
報
政
策
の
結
果

~ 

「
気
ま
ぐ
れ
な
嫌
が
ら
せ
」

の
性
格
を
帯
び
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自
己
検
閲
の
問
題
が
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
フ
ラ
ン
ス
・
ソ
ワ
ー
ル

該
号
の
売
り
上
げ
や
広
告
収
入
の
喪
失
）
を
与
え
た
も
の
の
、
批
判
的
言
論
を
封
じ
込
め
る
こ
と
は
つ
い
に
で
き
な
か
っ
た
。

出
版
物
の
場
合
も
、
叡
言
察
が
市
中
の
す
べ
て
の
書
店
に
立
ち
入
り
、
当
該
出
版
物
を
完
全
に
差
押
え
る
こ
と
は
現
実
に
は
不
可
能
で
あ

る
。
差
押
え
は
大
抵
行
政
処
分
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
時
と
し
て
刑
事
訴
訟
法
第
三
0
条
を
根
拠
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
そ

の
場
合
に
も
実
際
に
出
版
業
者
が
訴
追
さ
れ
、
刑
事
罰
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

だ
け
で
三
点
が
同
条
を
根
拠
に
差
押
え
を
受
け
た
が
、
関
係
当
局
へ
の
同
社
の
抗
議
文
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
二
年
間
に
差
押
え
を

(
2
)
 

受
け
た
出
版
物
は
、
他
杜
発
行
分
を
含
め
て
一

0
点
ほ
ど
に
上
る
が
、
そ
の
う
ち
訴
追
さ
れ
裁
判
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
ひ
と
つ
も
な
い
。

当
局
の
狙
い
は
刑
事
罰
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
差
押
え
に
よ
っ
て
出
版
社
が
直
面
す
る
最
大
の
困
難
は
、
書
店
へ
の
代
金
払
い
戻

し
や
書
籍
取
り
次
ぎ
の
拒
否
な
ど
に
よ
る
経
済
的
損
失
で
あ
る
。
散
発
的
な
差
押
え
で
あ
っ
て
も
、
出
版
点
数
の
少
な
い
中
小
規
模
の
出

版
社
は
、
新
聞
社
以
上
に
深
刻
な
打
撃
を
被
る
。
経
済
的
打
撃
を
与
え
る
こ
と
で
好
ま
し
か
ら
ざ
る
出
版
業
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
当
局
の

狙
い
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
う
し
た
圧
追
に
よ
っ
て
も
反
政
府
系
の
出
版
社
の
活
動
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
方
面
で
も
情
報
統
制
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

同
時
に
こ
う
し
た
情
報
統
制
に
対
す
る
杜
会
的
抗
議
の
声
が
弱
く
部
分
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
差
押
え
に
絶

え
ず
抗
議
し
続
け
た
の
は
人
権
同
盟

(
L
i
g
u
e
d
e
s
 droits 
d
e
 l
'
H
o
m
m
e
)

く
ら
い
で
あ
り
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
拷
問
に
非
難
の
ア
ピ
ー

ル
を
行
う
知
識
人
た
ち
も
、
差
押
え
に
対
し
て
は
抗
議
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
新
聞
界
の
差
押
え
へ
の
反
対
も
原
理
的
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
一
九
六
0
年
秋
の

(
F
r
a
n
c
e
,
 
Soir)
』
紙
の
差
押
え
に
際
し
て
は
、
各
紙
は
一
致
し
て
新
聞
の
自
由

(
3
)
 

へ
の
侵
害
を
非
難
し
た
が
、
極
左
紙
・
極
右
紙
の
差
押
え
に
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
当
局
に
よ
る
情
報
統
制
と
と
も
に
、
新
聞
人
に
よ
る

他
方
、
事
前
検
閲
を
不
可
欠
の
制
度
的
前
提
と
す
る
映
画
の
場
合
に
は
、
自
己
検
閲
の
問
題
は
一
層
深
刻
に
な
る
。
映
画
は
企
画
、
脚

マ
ス
プ
ロ
社
発
行
の
出
版
物
は
一
九
六
二
年
一
月

三
四
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情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
独
立
を
め
ざ
す
民
族
解
放
勢
力
を
悪
辣
な
無
法
者
と
し
、
そ
の
テ
ロ
か
ら
の
住
民
の
保
護
を
戦
争
目
的
だ
と
す
る
フ

ラ
ン
ス
測
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
は
、
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

当
時
の
現
地
行
政
当
局
の
報
告
書
に
見
ら
れ
る
「
心
理
活
動
」

困
難
や
間
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。

に
対
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
が
好
意
的
な
反
応
を
示
す
の
に
対
し
て
、
ム
ス
リ
ム
住
民
は
懐
疑
的
態
度
を
と
り
、

(
6
)
 

り
も
む
し
ろ
マ
グ
レ
ブ
の
新
聞
を
個
頼
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
別
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

⑦
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
限
界

本
、
資
金
調
達
、

三
五

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
撮
影
、
編
集
、
配
給
な
ど
多
く
の
利
害
関
係
組
織
が
介
在
し
、
作
品
公
開
ま
で
に
多
大
な
時
間
と

労
力
と
経
費
を
要
す
る
表
現
形
態
で
あ
る
。
完
成
作
品
が
公
開
さ
れ
な
い
場
合
の
経
済
的
損
失
は
甚
大
で
あ
る
。
検
閲
制
度
へ
の
映
画
人

の
態
度
も
一
様
で
は
な
く
、
多
く
の
映
画
制
作
者
た
ち
は
「
表
現
の
自
由
」
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
検
閲
制
度
に
批
判
的
で
あ
り
続
け
た

が
、
上
映
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ
る
映
画
館
主
な
ど
は
こ
の
制
度
に
肯
定
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
一
般
誌
に
も
．
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争

が
続
く
限
り
、
権
力
は
検
閲
制
度
を
通
じ
て
介
入
す
る
権
利
を
手
放
さ
な
い
だ
ろ
う
」
と
の
観
測
が
現
れ
て
い
る
。

こ
う
な
る
と
、
映
圃
制
作
者
た
ち
が
「
危
険
な
テ
ー
マ
」
に
向
か
う
こ
と
に
二
の
足
を
踏
む
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
実
際
一
九
六
0
年

に
一
0
人
の
映
画
監
督
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
撮
影
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
を
映
両
に
す
る
こ

(
5
)
 

と
は
あ
ま
り
考
え
な
か
っ
た
と
の
回
答
結
果
が
上
が
っ
て
い
る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
期
に
は
こ
の
戦
争
を
批
判
的
に
扱
う
劇
映
画
は

ま
っ
た
く
上
映
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
当
局
に
よ
る
公
式
の
検
閲
だ
け
で
な
く
、
「
や
っ
か
い
な
素
材
」
を
避
け
て
通
ろ
う
と
す
る

映
両
制
作
者
た
ち
の
自
己
検
閲
が
新
間
以
上
に
強
く
作
用
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

の
自
己
評
価
は
当
然
な
が
ら
肯
定
的
な
も
の
が
多
い
が
、
同
時
に
そ
の

一
九
五
五
年
の
あ
る
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
側
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

フ
ラ
ン
ス
の
撒
く
ビ
ラ
よ

マ
グ
レ
ブ
式
カ
フ
ェ
や
公
衆
浴
場
で
の
民
族

27-3-4-249 (香法2008)



の
研
究
は
、

主
義
勢
力
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
影
響
が
強
ま
っ
て
お
り
、
も
は
や
ム
ス
リ
ム
系
在
郷
軍
人
の
八

(
7
)
 

0
パ
ー
セ
ン
ト
が
勲
章
を
着
用
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
一
九
五
八
年
の
報
告
書
は
、

パ
系
と
ム
ス
リ
ム
の
関
係
が
改
善
さ
れ
た
と
言
い
な
が
ら
、
公
の
場
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
に
対
し

(
8
)
 

て
ム
ス
リ
ム
の
若
い
世
代
が
一
層
尊
大
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ

ら
に
親
仏
派
ム
ス
リ
ム
が
反
乱
派
か
ら
の
報
復
に
怯
え
て
ま
す
ま
す
フ
ラ
ン
ス
当
局
に
協
力
し

(
9
)
 

な
く
な
り
、
当
局
の
情
報
収
集
が
困
難
に
な
る
一
方
、
敵
方
は
仏
軍
部
隊
の
移
動
情
報
を
ム
ス

リ
ム
住
民
か
ら
得
て
お
り
、
軍
が
作
戦
展
開
し
て
も
敵
は
現
場
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

(10) 、つ
¥
v
 

フ
ラ
ン
ス
側
が
敵
方
の
小
心
さ
を
嘲
り
な
が
ら
、
敵
情
報
の
提
供
を
ム
ス
リ
ム
住
民
に

呼
び
か
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
必
死
に
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
い
根
拠
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
無
回
答
が
多
い
が
、
肯
定
的
回
答
と
否
定
的
回

ド
ゴ
ー
ル
の
権
力
復
婦
直
後
に
は
肯
定
的
回
答
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
、
槻
論
調
査

結
果
に
現
れ
る
国
民
意
識
は
そ
の
時
々
の
政
治
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
こ
の
調
査
結
果

と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
の
直
接
の
関
連
を
間
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。

新
聞
や
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
素
材
と
し
て
従
来
行
わ
れ
て
き
た
「
帝
国
意
識
」

こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
が
世
論
を
つ
く
り
出
す
装
置
（
能
動
的
世
論
）

答
は
ほ
ば
調
査
毎
に
交
互
に
順
位
を
入
れ
替
え
て
い
る

（表
3
参
照
）
。

こ

で
あ
り
、
国

民
各
層
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
基
本
的
に
受
容
す
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
て
い
る
が
、

一
九
五
八
年
六
月
の

表 3

当
時
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、

「
五
年
後

(
1
0
年
後
）

に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
領

ヨ
ー
ロ
ッ

世論調査 (1956-1958年）

「5年後 (10年後）にもアルジェリアはフランス領だと思いますか」(%)

1956/4 1956/7 1957/3 1957/9 1958/1 1958/6 

思う 31 19 32 28 27 42 

思わない 25 28 24 37 22 18 

無回答 44 53 44 35 12 40 

多分そうだ 40 

三
六

注： 1957年9月以降は質問が「10年後」に変わった。 1958年 1月のみ回答選択肢
が増えた。

出典： Williams G. Andrews, French Politics and Algeria : the Process of Policy 
Formation 1954-1962 (New York: Appeleton-Century-Crofts, 1962), p. 18. 

27-3・4-250 (香法2008)



情報戦としてのアルジェリア戦争（藤井）

さ
れ
る
。

る。 係
に
あ
る
民
族
主
義
勢
力
M
N
A

の
前
提
も
何
ら
自
明
で
は
な
い
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
ヘ
の
反
応
は
当
然
そ
の
受
け
手
個
々
人
の
立
場
・
関
心
に
よ
っ
て
、
受
容
・
反
発
・
無

視
と
様
々
に
異
な
る
し
、
そ
の
効
果
を
包
括
的
に
測
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
つ
の
事
件
が
惹
起
し
た
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
活
動
と
そ
の
顛
末
を
紹
介
し
よ
う
。
た
だ
し
そ
の
標
的
は
フ
ラ
ン
ス
国
民
で
は
な
い
。

一
九
五
七
年
五
月
二
八
日
の
夜
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ム
シ
ラ
地
方
の
メ
ル
ー
ザ
村
で
、

（
メ
ッ
サ
リ
派
）

の
支
持
者
だ
と
目
さ
れ
、

三
七

ム
ス
リ
ム
住
民
三

0

0
人
が

F
L
N
と
敵
対
関

(11) 

A
L
N
の
部
隊
に
よ
っ
て
喉
を
か
き
切
ら
れ
殺
さ
れ
た
。

こ
の
集
団
虐
殺
事
件
は
フ
ラ
ン
ス
世
論
を
震
撼
さ
せ
、
た
だ
ち
に
政
府
は
こ
れ
を
利
用
し
て
民
族
解
放
勢
力
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン

(12) 

ペ
ー
ン
を
張
っ
た
。
「
反
乱
派
は
説
得
手
段
を
ひ
と
つ
し
か
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
虐
殺
だ
」
と
派
手
な
ロ
ゴ
が
踊
る
ビ
ラ
は
、
事
件

前
後
の
村
の
風
景
と
虐
殺
遺
体
の
写
真
を
掲
示
し
て
言
う
。
「
数
時
間
で
メ
ル
ー
ザ
村
の
カ
ス
バ
は

．．．． 
死
休
置
き
場
と
化
し
た
」
。

事
件
後
間
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
各
国
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
視
察
旅
行
を
持
ち
か
け
た
。
果
た
し
て
六
月
、
西
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
イ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
日
本
の
六
ケ
国
の
代
表
が
視
察
団
を
派
遣
す
る
。
パ
リ
の
日
本
大
使
館
は
こ
の
五
日
間
の

(13) 

旅
行
に
栗
栖
弘
臣
二
等
書
記
官
を
派
遣
し
た
が
、
婦
還
後
に
東
京
に
送
ら
れ
た
報
告
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
現
状
を
冷
静
に
観
察
し
て
い

「
公
式
に
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
実
情
を
認
識
す
る
た
め
の
旅
行
と
さ
れ
た
が
、
実
質
的
に
は
暴
徒
の
残
虐
性
を
説
明
し
、
反
面
仏
当
局

の
対
策
と
善
政
を
宣
伝
せ
ん
と
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
」

こ
の
旅
行
の
狙
い
が
フ
ラ
ン
ス
側
の
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
に
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
上
で
、
現
地
の
「
極
め
て
不
穏
な
状
況
」
が
こ
う
報
告

「
辛
う
じ
て
治
安
が
保
た
れ
て
い
る
の
は
、

ア
ル
ジ
ェ
周
辺
の
平
地
及
び
主
た
る
行
政
中
心
地
、
之
を
連
ね
る
主
要
道
路
沿
い
地
区
の

（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

み
と
思
わ
れ
、
各
部
落
に
は
班
、
小
隊
、
中
隊
単
位
の
駐
屯
兵
を
配
置
し
、
道
路
上
は
数
粁
毎
の
密
度
で
ジ
ー
プ
、
装
甲
車
（
い
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(
1
)
 

(
2
)
 

的
支
配
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
冷
静
に
観
察
し
て
い
る
。

い
る
。
」

ず
れ
も
機
銃
、
無
線
機
装
備
、
二
輌
以
上
）

の
巡
察
隊
を
走
ら
せ
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
警
戒
に
は
軽
ト
ー
チ
カ
、
望
楼
等
を
設
け
て

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
全
体
の
治
安
が
軍
隊
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
保
た
れ
て
い
る
と
の
認
識
は
、
「
空
挺
師
団
、
機
械
化
師
団
が
小
単
位
に
分

割
駐
屯
さ
せ
ら
れ
、
本
来
の
使
命
か
ら
治
安
維
持
権
力
に
変
貌
し
て
い
る
」
と
の
記
述
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
ま
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ヌ

県
南
部
で

S
A
S
の
大
尉
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
試
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る
新
し
い
行
政
は
、
「
一
見
恰
も
占
領
地
行
政
を
思
わ
せ
る
」
も
の

で
あ
り
、
「
現
地
民
の
村
長
は
二
名
の
み
、
し
か
も
極
め
て
無
気
力
」
だ
と
し
て
、
そ
の
実
情
が
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事

と
こ
ろ
が
フ
ラ
ン
ス
軍
に
は
戦
死
傷
、
賠
殺
な
ど
で
年
間
一
個
師
団
以
上
の
損
失
が
出
て
お
り
、
「
仏
国
の
軍
事
的
出
血
は
厖
大
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
持
久
困
難
で
あ
る
」
と
し
て
、
今
後
の
清
勢
展
開
に
つ
い
て
悲
観
的
な
展
望
が
示
さ
れ
る
。
要
す
る
に
「
仏
国
の
対

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
策
は
遅
ぎ
に
失
し
、
今
後
の
転
換
は
時
間
の
問
題
だ
」
と
い
う
の
が
、
各
国
視
察
団
の
一
致
し
た
印
象
だ
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
は
敵
方
の
テ
ロ
を
強
く
非
難
し
な
が
ら
、

た
め
の
自
己
努
力
を
懸
命
に
宣
伝
し
て
き
た
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
と
ム
ス
リ
ム
の
平
和
的
共
存
や
安
全
保
護
の

メ
ル
ー
ザ
事
件
は
そ
の
た
め
の
絶
好
の
機
会
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
日
本
を
は
じ

め
と
す
る
各
国
視
察
団
は
、
武
力
支
配
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
成
り
立
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
統
治
に
冷
や
か
な
ま
な
ざ
し

を
向
け
て
お
り
、
そ
の
破
綻
が
近
い
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。
敵
失
を
奇
貨
と
し
て
自
己
正
当
化
を
図
ろ
う
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
当
局
の
試

み
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
成
功
し
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

Harrison, 
op. cit. 

Stora, 
L
a
 g
a
n
g
r
e
n
e
 et 
l'oubli, 
op. cit, 
pp. 6
7ー

6
8
.

三
八
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こ。t
 

民
族
解
放
勢
力
は
国
外
か
ら
操
作
さ
れ
た
野
蛮
だ
が
小
心
な
無
法
者
集
団
だ
と
喧
伝
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
軍
が
こ
の
敵
を
掃
討
す
る
た
め

に
は
、
何
よ
り
も
ム
ス
リ
ム
住
民
の
情
報
提
供
が
不
可
欠
で
あ
り
、
軍
は
フ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
生
き
る
か
、
反
徒
と
と
も
に
死
ぬ
か
と
い

う
踏
み
絵
を
迫
っ
て
、

ム
ス
リ
ム
た
ち
に
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
協
力
を
求
め
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
「
心
理
活
動
」
は
必
ず
し
も
奏
功
し
な
か
っ

本
国
で
も
新
聞
・
出
版
は
し
ば
し
ば
差
押
え
を
受
け
、
国
家
管
理
下
に
あ
る
テ
レ
ビ
放
送
で
は
、

め
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
赴
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
「
戦
争
隠
し
」

フ
ラ
ン
ス
兵
士
が
「
和
平
化
」
の
た

の
番
組
が
制
作
・
放
映
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
争
へ
の
批
判
的
言
論
が
死

ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
も
一
九
六
0
年
以
降
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
住
民
の
多
様
な
意
見
を
伝
え
る
よ
う
に
変
化
を
見
せ
、
ア
ル
ジ
ェ

メ
デ
ィ
ア
は
戦
争
の
継
続
を
巧
み
に
支
援
も
し

リ
ア
死
守
派
極
右
勢
力
の
反
乱
を
孤
立
・
挫
折
さ
せ
る
上
で
絶
大
な
影
響
力
を
も
っ
た
。

た
が
、
そ
の
終
息
に
追
い
風
を
送
り
も
し
た
の
で
あ
る
。

四
〇
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